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特
別
展
観
の
開
催
に
あ
た
っ
て

龍
谷
大
学
図
書
館
長　

安　

藤　
　
　

徹　
　
　

　

龍
谷
大
学
図
書
館
の
蔵
書
は
現
在
、
二
〇
〇
万
冊
を
超
え
て
い
ま
す
。
全
国
屈
指
の
規
模
と
言
え
ま
す
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
の
蔵
書
を
一
朝
一
夕

に
構
築
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
し
ば
し
ば
、
い
ま
目
の
前
に
あ
る
も
の
ご
と
を
「
そ
の
よ
う
に
あ
る
の
が
当
然
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
を
知
り
、

歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
想
像
力
豊
か
な
知
性
を
養
う
こ
と
で
、
い
ま
こ
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
の
〝
あ
り
が
た
さ
〞
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。「
可
能
性
の
束
」（
丸
山
眞
男
）
と
し
て
の
現
実
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
未
来
を
切
り
拓
く
可
能
性
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

本
学
の
歴
史
は
、
一
六
三
九
年
に
本
願
寺
境
内
に
設
置
さ
れ
た
「
学
寮
」
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
学
寮
に
は
、
創
設
後
早
い
段
階
で
す
で
に
現
在

の
図
書
館
に
相
当
す
る
機
能（
図
書
館
を
構
成
す
る
要
素
）が
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、三
七
〇
年
近
い
時
間
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、

い
ま
の
本
学
図
書
館
が
あ
る
の
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
先
人
た
ち
が
長
い
時
間
を
か
け
、
心
血
を
そ
そ
い
で
、
誇
る
べ
き
〝
知
の
宝
庫
〞
を
作
り
上

げ
て
き
た
か
。
そ
の
こ
と
に
ぜ
ひ
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
有
す
る
本
学
図
書
館
（
大
宮
図
書
館
）
は
、
貴
重
な
古
典
籍
等
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
と
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
、
本
願
寺
の
歴
代
宗
主
が
収
集
し
た
「
写
字
台
文
庫
」
で
す
。
同
文
庫
の
大
半
（
約
三
万
冊
）
は
、
第
二
十
一
代
明
如
宗
主
の
英
断
に
よ
り
、
明

治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
と
同
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
本
学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
、
第
二
十
二
代
鏡
如

宗
主
に
よ
る
大
谷
探
検
隊
が
将
来
し
た
資
料
や
、
第
二
十
三
代
勝
如
宗
主
の
基
金
に
よ
る
収
集
資
料
お
よ
び
ご
自
身
の
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
加

わ
り
、
い
ま
に
い
た
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
別
展
観
「
本
願
寺
宗
主
の
向
学―

写
字
台
文
庫
を
中
心
に
し
て―

」
は
、
こ
う
し
た
歴
代
宗
主
の
知
と
教
学
の
一
端
を
か
い
ま
見
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
龍
谷
大
学
図
書
館
の
企
画
と
し
て
は
文
字
ど
お
り
の
〝
王
道
〞
で
、
け
っ
し
て
奇
を
て
ら
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
あ
ま
り
に
興
あ
ら
む
と
す
る
こ
と
は
、か
な
ら
ず
あ
い
な
き
も
の
な
り
」（『
徒
然
草
』）と
も
言
い
ま
す
。オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
テ
ー
マ
だ
か
ら
こ
そ
、

質
、
量
と
も
に
た
い
へ
ん
充
実
し
た
展
示
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
か
な
ら
ず
や
〝
知
の
宝
庫
〞

と
し
て
の
本
学
図
書
館
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
展
観
は
、
龍
谷
教
学
会
議
の
第
五
十
回
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
記
念
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
た
び
専
如
上
人
が
本
願
寺
第
二
十
五
代
宗
主
と
し
て

法
統
を
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
慶
祝
す
る
意
も
込
め
て
、
同
会
議
と
の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
学
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
今
回
展
示
し
た
も
の
も
含
め
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月



　
　
　

ご　

挨　

拶

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
宗
門
が
、
教
学
の
研
鑚
を
も
っ
て
そ
の
礎
と
し
て
き
た
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
具
現
化
の
一
環
と

し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
龍
谷
教
学
会
議
で
あ
り
ま
す
。
仏
教
思
想
や
浄
土
教
研
究
の
た
め
の
学
会
は
世
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
宗
門
の
教
学
研
究
を

主
要
目
的
と
す
る
本
学
会
に
は
独
自
の
意
義
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、た
だ
単
に
宗
義
の
客
観
的
研
究
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

宗
門
の
教
学
が
組
織
的
に
推
進
さ
れ
た
の
は
寛
永
十
六
（
一
六
三
九
）
年
に
第
十
三
代
良
如
宗
主
が
本
願
寺
境
内
に
学
寮
を
設
立
し
、
そ
れ
を
統
理
す

る
た
め
に
准
玄
を
能
化
職
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
そ
の
嚆
矢
と
し
ま
す
。
以
後
、
宗
門
の
教
学
は
こ
の
学
寮
を
中
心
に
発
展
を
続
け
、
先
の
大

戦
後
二
十
年
以
上
を
経
て
、
そ
の
学
問
的
伝
統
を
継
承
し
、
さ
ら
に
そ
の
裾
野
を
拡
げ
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
龍
谷
教
学
会
議
で
あ
っ
て
、
今
回

は
そ
の
第
五
十
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
門
の
教
学
研
究
が
組
織
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
良
如
宗
主
に
よ
る
学
寮
設
立
が
そ
の
出
発
点
で
し
た
。
し

か
し
、
法
義
の
研
鑚
こ
そ
が
第
一
で
あ
る
と
す
る
姿
勢
は
、
良
如
宗
主
以
前
の
本
願
寺
歴
代
宗
主
に
お
い
て
変
わ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
っ
て
、「
写
字
台
文
庫
」
は
そ
の
伝
統
継
承
の
象
徴
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
「
写
字
台
文
庫
」
と
は
、
法
義
の
研
鑽
を
第
一
と
す
る
本
願
寺
歴
代
宗
主
に
よ
っ
て
依
用
さ
れ
た
蔵
書
の
総
称
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
書

籍
の
大
半
が
龍
谷
大
学
に
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
龍
谷
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
貴
重
書
の
基
礎
が
、
こ
の
文
庫
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
も
、
そ
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
龍
谷
教
学
会
議
第
五
十
回
記
念
大
会
の
特
別
展
と
し
て
、「
本
願
寺
宗
主
の
向
学―

写
字
台
文
庫
を
中
心
に
し
て―

」
の
標
示
の
も
と
に
、

同
文
庫
の
貴
重
な
蔵
書
が
展
観
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と
で
、
そ
の
学
問
的
伝
統
を
反
映
し
て
設
立
さ
れ
た
本
学
会
の

意
図
の
一
端
が
こ
こ
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
殊
に
本
年
六
月
に
は
第
二
十
四
代
即
如
宗
主
か
ら
第
二
十
五
代
専
如
宗
主
へ
法
統
が
継
承
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
そ
の
意
義
は
ひ
と
し
お
深
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
今
回
の
展
観
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
本
願
寺
宗
主
の
向
学
に
対
す
る
情

熱
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
展
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

龍
谷
教
学
会
議
会
長　

徳　

永　

一　

道　
　
　



　

写
字
台
文
庫
に
つ
い
て

■
約
三
万
冊
の
書
籍
群

　
「
写
字
台
文
庫
」は
、本
願
寺
第
二
十
代
宗
主
広
如
上
人（
一
七
九
八
〜
一
八
七
一
）に
よ
っ

て
名
付
け
ら
れ
た
本
願
寺
歴
代
宗
主
が
収
集
・
伝
持
し
て
き
た
書
籍
の
総
称
で
あ
る
。現
在
、

そ
の
大
半
が
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
お
よ
そ
三
万
冊
に
及

ん
で
い
る
。
収
集
さ
れ
た
書
籍
の
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
ひ
ろ
く
、仏
典
の
み
な
ら
ず
文
学
・
歴
史
・

社
会
・
自
然
科
学
な
ど
関
連
諸
分
野
を
含
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
歴
代
宗
主
の
向
学
と
教
養

の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。

■
証
如
上
人
か
ら
始
ま
る
書
籍
の
収
集

　

写
字
台
文
庫
中
の
貴
重
書
で
最
も
古
い
も
の
は
鎌
倉
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
時
代
別
に
分

類
す
る
と
室
町
時
代
の
仏
典
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
、
蓮
如
上
人
の
ひ
孫
に
あ
た
る
証
如
上
人
（
一
五
一
六
〜
一
五
五
四
）
に
よ

る
典
籍
収
集
は
群
を
抜
い
て
お
り
、
外
典
を
含
む
幅
ひ
ろ
い
書
籍
の
収
集
は
こ
の
時
期
か

ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
上
人
の
『
石
山
本
願
寺
日
記
』（
天
文
日
記
）
に

よ
れ
ば
、
天
文
十
八
（
一
五
四
九
）
年
正
月
に
後
奈
良
天
皇
よ
り
『
三
十
六
人
家
集
』
を

拝
領
さ
れ
る
な
ど
、
公
家
・
武
家
か
ら
の
贈
答
品
と
い
う
形
で
の
納
入
が
多
い
。
ま
た
、

皇
室
か
ら
拝
領
さ
れ
た『
栄
華
物
語
』や
青
蓮
院
門
跡
か
ら
送
ら
れ
た『
伊
勢
物
語
』な
ど
は
、

証
如
上
人
の
母
公
で
あ
る
慶
寿
院
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
施
入
さ
れ
た
図
書
で
あ
る
。
こ

う
し
た
宗
主
を
取
り
巻
く
人
脈
に
も
と
づ
い
た
書
籍
の
収
集
は
顕
如
上
人
（
一
五
四
三
〜

一
五
九
二
）
の
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
写
字
台
文
庫
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重

要
な
『
源
氏
物
語
』
関
係
の
図
書
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

■
多
様
な
本
願
寺
の
学
問

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
の
開
版
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
第
十
二

代
宗
主
准
如
上
人
（
一
五
七
七
〜
一
六
三
〇
）、
さ
ら
に
龍
谷
大
学
の
前
身
と
な
る
学
寮
を

創
建
し
た
良
如
上
人
（
一
六
一
二
〜
一
六
六
二
）
に
よ
っ
て
本
願
寺
に
お
け
る
学
問
の
気

運
は
大
き
く
高
ま
っ
た
。
こ
の
時
代
に
は
漢
詩
集
や
和
歌
集
、
儒
学
関
係
の
図
書
な
ど
を

中
心
に
仏
典
以
外
の
書
籍
の
収
集
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
江
戸
初
期
の
本
願
寺

に
お
け
る
学
問
の
多
様
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
証
如
上
人
か
ら
第
十
九

代
本
如
上
人
（
一
七
七
八
〜
一
八
二
六
）
に
至
る
約
三
〇
〇
年
間
に
、
四
万
冊
に
及
ぶ
書

籍
が
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

■
文
庫
の
成
立

　

と
こ
ろ
で
収
集
さ
れ
た
図
書
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
十

四
代
寂
如
上
人
（
一
六
五
一
〜
一
七
二
五
）
の
頃
に
作
ら
れ
た
目
録
に
は
す
で
に
「
西
御

文
庫
」
と
い
う
名
称
が
登
場
し
て
お
り
、
宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
本

願
寺
御
大
絵
図
』
に
も
「
御
ぶ
ん
こ
」
と
称
す
る
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
時
期
に
何
ら
か
の
ま
と
ま
っ
た
文
庫
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
歴
代
宗
主
の
個
人
的
な
蔵
書
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
た
め
か
、
宗
主
と

親
し
い
方
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
で
た
び
た
び
書
籍
の
紛
失
が
生
じ

て
い
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
憂
え
て
徹
底
的
な
蔵
書
整
理
を
行
っ
た
の
が
第
二
十
代
宗
主
の
広
如

上
人
で
あ
る
。安
政
三（
一
八
五
六
）年
、十
年
の
歳
月
が
か
け
ら
れ
た
整
備
が
完
了
す
る
と
、

上
人
自
ら
「
写
字
台
文
庫
」
と
揮
毫
し
た
扁
額
を
庫
上
に
掲
げ
、
歴
代
宗
主
の
向
学
を
顕

彰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

■
み
教
え
を
受
け
継
ぐ

　

扁
額
の
裏
に
は
、「
写
字
台
」
と
い
う
名
称
が
唐
の
太
宗
（
李
世
民
）
の
書
庫
名
に
由
来

す
る
こ
と
、
そ
し
て
大
蔵
経
を
は
じ
め
と
す
る
内
外
典
、
和
漢
の
百
書
が
収
蔵
さ
れ
た
「
巻

帙
浩
瀚
」
に
し
て
「
汗
牛
充
棟
」
な
る
書
庫
で
あ
る
こ
と
が
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
仏
法
の
隆
昌
が
強
く
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
扁
額
は
現
在
、

大
宮
図
書
館
写
字
台
文
庫
入
り
口
に
高
く
掲
げ
ら
れ
、
仏
法
を
学
ぶ
私
た
ち
を
静
か
に
見

守
っ
て
い
る
。

し
ゃ
じ
だ
い
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特
別
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て

　

ご
挨
拶

　

写
字
台
文
庫
に
つ
い
て

歴
代
宗
主
ゆ
か
り
の
至
宝

　

1　

方
便
法
身
尊
形

　

2　

三
帖
和
讃

　

3　

口
伝
鈔

　

4　

破
邪
顕
正
抄

　

5　

黒
谷
上
人
語
燈
錄

　

6　

蓮
如
上
人
書
状

　

7　

御
文
章

歴
代
宗
主
の
向
学

　

本
願
寺
の
歴
代
宗
主

　

第
十
代
宗
主　
証
如
上
人
（
一
五
一
六
〜
一
五
五
四
）

　

8　

詞
源
要
略

　

9　

和
歌
会
席

　

第
十
一
代
宗
主　
顕
如
上
人
（
一
五
四
三
〜
一
五
九
二
）

　

10　

論
語
集
解

　

11　

御
成
敗
式
目
・
式
目
義
解

　

第
十
二
代
宗
主　
准
如
上
人
（
一
五
七
七
〜
一
六
三
〇
）

　

12　

浄
土
文
類
聚
鈔

　

13　

節
用
集

　

14　

公
卿
補
任

　

第
十
三
代
宗
主　
良
如
上
人
（
一
六
一
二
〜
一
六
六
二
）

　

15　

学
寮
造
立
之
事　
付
以
後
法
論
次
第（
承
応
鬩
牆
記
）

　

16　

選
択
本
願
念
仏
集

　

17　

指
出
一
番
象
戯

　

第
十
四
代
宗
主　
寂
如
上
人
（
一
六
五
一
〜
一
七
二
五
）

　

18　

金
鍮
記

　

19　

浄
土
和
讃
嘗
解
・
高
僧
和
讃
嘗
解

　

20　

鷺
森
含
毫

　

第
十
五
代
宗
主　
住
如
上
人
（
一
六
七
三
〜
一
七
三
九
）

　

21　

往
生
要
集

　

第
十
六
代
宗
主　
湛
如
上
人
（
一
七
一
六
〜
一
七
四
一
）

　

22　

選
択
本
願
念
仏
集

　

23　

仏
説
阿
弥
陀
経

　

第
十
七
代
宗
主　
法
如
上
人
（
一
七
〇
七
〜
一
七
八
九
）

　

24　

大
谷
本
願
寺
通
記
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25　

真
宗
法
要

　

第
十
八
代
宗
主　
文
如
上
人
（
一
七
四
四
〜
一
七
九
九
）

　

26　

和
歌
集

　

27　

茶
源

　

28　

格
致
余
論

　

29　

格
致
余
論
講
義

　

第
十
九
代
宗
主　
本
如
上
人
（
一
七
七
八
〜
一
八
二
六
）

　

30　

花
鳥
図
・
瓢
之
図

本
願
寺
宗
主
と
諸
典
籍

　

31　

草
子
之
目
錄

　

32　

西
御
文
庫
御
道
具
入
日
記

　

33　

御
書
物
虫
払
誌

　

34　

広
如
上
人
御
影

　

35　

明
如
上
人
御
影

　

36　

重
訂
釐
正
写
字
台
蔵
書
目
録

　

37　

写
字
台
文
庫
目
録
定
則

　

38　

写
字
台
蔵
書
御
下
附
目
録

　

39　

東
海
道
細
見
図　

西
海
陸
細
見
図

　

40　

読
史
余
論

　

41　

海
外
新
話

　

42　

絵
本
太
閤
記

　

43　

絵
本
三
国
志

　

44　

伊
勢
物
語

　

45　

四
十
人
集

　

46　

芭
蕉
門
伝
二
十
五
ヶ
条

　

47　

職
人
尽
歌
合

　

48　

絵
本
百
鬼

　

49　

諸
儀
象
図

　

50　

平
天
儀

　

51　
紹
興
校
定
経
史
証
類 

備
急
本
草

　

52　

舎
密
開
宗

　

53　

全
体
新
論

　

54　

婦
嬰
新
説

　

55　

解
体
新
書

　

56　

立
華
正
道
集

　

57　

象
戯
勇
士
鑑

　

58　

和
漢
名
画
苑

　

59　

芥
子
園
画
伝

　

60　

北
斎
漫
画

　

61　

勝
如
上
人
旧
蔵
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン



歴
代
宗
主
ゆ
か
り
の
至
宝



1

方
便
法
身
尊
形

一
幅　

制
作
者
不
詳　

南
北
朝
時
代
修
復　

縦
一
二
二
・
三×

横
五
八
・
二
㎝

〔
請
求
記
号　

024.1-36-1

〕

都
合
に
よ
り
、
会
場
で
は
パ
ネ
ル
に
よ
る
展
示
と
な
り
ま
す
。

　

浄
土
真
宗
の
本
尊
で
あ
る
方
便
法
身
尊
形
（
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
具
体
的
な
か
た
ち
あ

る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
仏
身
の
こ
と
）
で
、
四
十
八
条
の
光
明
を
放
っ
て
い
る
。
現
在
用

い
ら
れ
て
い
る
方
便
法
身
の
例
と
な
る
も
の
だ
が
、
こ
の
絵
像
自
体
は
鎌
倉
末
期

の
特
色
が
あ
り
、
衣
部
分
に
施
さ
れ
た
截
金
彩
色
も
当
時
の
も
の
で
、
こ
の
時
代

に
四
十
八
条
の
光
明
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
数
少
な
い
。
背
裏
に
は
、
蓮
如
上
人

に
よ
る
修
復
の
裏
書
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
奉
修
復
方
便
法
身
尊
形
／
大
谷
本
願

寺
釈
蓮
如
（
花
押
）
／
文
明
二
歳
﹇
庚
寅
﹈
二
月
十
二
日
／
和
州
吉
野
郡
下
淵
円

慶
門
徒
／
同
郡
十
津
河
野
長
瀬
鍛
冶
屋
／
道
場
本
尊
也
／
願
主
釈
浄
妙
」
と
あ
り
、

文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
に
釈
浄
妙
を
願
主
と
し
て
修
復
し
、
吉
野
郡
下
淵
円
慶

の
門
徒
、
鍛
冶
屋
道
場
の
本
尊
と
し
て
蓮
如
上
人
か
ら
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

裏書画像

ほ
う　

べ
ん　
　
ほ
っ　

し
ん　

そ
ん　

ぎ
ょ
う

き
り
か
ね



2

三
帖
和
讃

三
巻
三
冊　

親
鸞
著　

室
町
時
代
写　

縦
二
一
・
〇×

横
一
三
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

021-170-3

〕

　

三
帖
和
讃
と
は
、
親
鸞
聖
人
が
晩
年
に
著
し
た
『
浄
土
和
讃
』『
浄
土
高
僧
和
讃
』

『
正
像
末
法
和
讃
』
の
総
称
で
あ
る
。『
浄
土
三
部
経
』
や
七
高
僧
の
著
作
な
ど
を

も
と
に
し
て
浄
土
真
宗
の
法
義
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
和
語
の
教
行
信
証
」
と
も

称
さ
れ
る
。
文
明
五
（
一
四
七
三
）
年
に
蓮
如
上
人
が
「
正
信
偈
」
と
合
わ
せ
て

出
版
し
た
こ
と
に
よ
り
（
こ
れ
を
文
明
本
と
い
う
）、
浄
土
真
宗
の
門
徒
に
と
っ
て

よ
り
親
し
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
諸
本
に
よ
っ
て
、
収
録
さ
れ
る
和
讃
の
数

は
相
違
す
る
が
、
文
明
本
に
は
三
五
三
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
料
紙
が
黄
色
と
赤
色
に
染
め
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
色
紙
和
讃
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

さ
ん　
じ
ょ
う　

わ　

さ
ん

し
ょ
う
し
ん
げ

し
き
し
わ
さ
ん

き
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
ん
し
ょ
う



3

口
伝
鈔

三
巻
三
冊　

覚
如
著　

元
弘
元
（
一
三
三
一
）
年
成
立
、
康
永
三
（
一
三
四
四
）
年
自
筆　

縦
一
五
・
七×

横
一
六
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

021-260-3

〕

　

本
願
寺
第
三
代
宗
主
で
あ
る
覚
如
上
人
（
一
二
七
〇
〜
一
三
五
一
）
の
著
作
で
、

元
弘
元
（
一
三
三
一
）
年
に
行
わ
れ
た
親
鸞
聖
人
の
御
正
忌
報
恩
講
で
の
口
述
を
、

門
弟
の
乗
専
が
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
親
鸞
聖
人
か
ら
如
信
上

人
へ
、
そ
し
て
如
信
上
人
か
ら
覚
如
上
人
へ
口
述
さ
れ
た
真
宗
の
肝
要
が
二
十
一

箇
条
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
法
然
│
親
鸞
│
如
信
の
三
代
に
わ
た
っ
て

法
義
が
伝
承
さ
れ
た
と
す
る
「
三
代
伝
持
の
血
脈
」
は
、
本
書
に
お
い
て
初
め
て

明
確
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
、
真
宗
教
義
の
中
核
が
信
心
正
因
（
信
心
こ
そ
が

往
生
の
正
し
い
因
で
あ
る
こ
と
）、
称
名
報
恩
（
口
に
仏
の
名
号
を
と
な
え
る
こ
と
は
、
如
来
大
悲
の
恩

に
報
い
る
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
覚
如
上
人
の
自
筆
本
で
、
康
永
三
（
一
三
四
四
）
年

に
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
学
に
は
乗
専
が
書
写
し
た
一
本
も
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
一　

口
伝
鈔
・
改
邪
鈔
』（
福

間
光
超
編
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

く　
　
で
ん　
し
ょ
う

け
ち
み
ゃ
く



4

破
邪
顕
正
抄

三
巻
三
冊　

存
覚
著　

元
亨
四
（
一
三
二
四
）
年
成
立
、
室
町
時
代
書
写　

縦
二
六
・
三×

横
一
九
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

021-206-3

〕

　

本
願
寺
第
三
代
宗
主
で
あ
る
覚
如
上
人
（
一
二
七
〇
〜
一
三
五
一
）
の
長
男
存

覚
上
人
（
一
二
九
〇
〜
一
三
七
三
）
の
著
作
で
、
元
亨
四
（
一
三
二
四
）
年
に
了

源
の
求
め
に
よ
っ
て
和
字
で
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
念
仏
に
対
す
る
謬
見
（
ま

ち
が
っ
た
見
解
）
の
破
邪
と
顕
正
と
に
あ
た
り
、
十
七
箇
条
に
つ
い
て
浄
土
真
宗

の
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
冒
頭
の
一
文
は
念
仏
停
止
に
対
す
る

訴
願
状
の
形
式
が
取
ら
れ
て
お
り
、
存
覚
上
人
の
作
成
し
た
『
浄
典
目
録
』
に
も
、

本
書
を
「
破
邪
顕
正
申
状
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
そ
の
上
巻
奥
書
に
「
大
谷
本
願
寺
親
鸞
上
人
之
御
流

之
正
理
也
／
本
願
寺
住
持
存
如
（
花
押
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
願
寺
第
七
代
宗

主
で
あ
る
存
如
上
人
（
一
三
九
六
〜
一
四
五
七
）
に
よ
る
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
上
・
中
・
下
巻
の
す
べ
て
が
揃
う
書
写
本
と
し
て
は
、最
古
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
如
上
人
の
時
代
に
作
成
さ
れ
た
『
真
宗
法
要
』
に
収
録
さ
れ
る
『
破
邪

顕
正
抄
』
は
、
本
書
を
も
と
に
作
成
し
た
と
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
『
龍
谷
大
学
善

本
叢
書
七　

破
邪
顕
正
抄
・
顕
名
鈔
』（
普
賢
晃
壽
編
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

は　
　
じ
ゃ　

け
ん　
し
ょ
う
し
ょ
う

び
ゅ
う
け
ん



5

黒
谷
上
人
語
燈
錄

七
巻
七
冊　

了
恵
道
光
編　

文
永
十
二
（
一
二
七
五
）
年
成
立
、
元
亨
元
（
一
三
二
一
）

年
刊　

縦
二
三
・
八×

横
一
五
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

021-234-7

〕

　

本
書
は
、
法
然
聖
人
の
法
語
な
ど
が
収
め
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
。
浄
土
宗
の
望

西
楼
了
恵
道
光
が
編
集
し
た
も
の
で
、
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
文
永

十
一（
一
二
七
四
）年
成
立
の『
黒
谷
上
人
語
燈
錄
』十
巻（
漢
語
）、翌
年
成
立
の『
黒

谷
上
人
語
燈
錄
』
五
巻
（
和
語
）、つ
い
で
成
立
し
た
『
拾
遺
黒
谷
語
錄
』（
上
巻
漢
語
、

中
下
巻
和
語
）
三
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
『
黒
谷
上
人
語
燈
錄
』
と
総
称
す
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
元
亨
元
（
一
三
二
一
）
年
の
刊
本
で
、
和
語
の
『
黒

谷
上
人
語
燈
錄
』
五
巻
と
『
拾
遺
黒
谷
語
錄
』
の
内
の
和
語
の
も
の
（
中
下
二
巻
）

と
の
計
七
巻
の
い
わ
ゆ
る
「
和
語
燈
錄
」
で
あ
る
。
現
存
す
る
平
仮
名
交
じ
り
の

版
本
中
最
古
と
い
う
点
、
法
然
聖
人
滅
後
六
十
三
年
と
い
う
早
い
時
期
に
成
立
し

て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
出
版
史
・
法
然
教
学
研
究
の
上
で
も
重
視
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
元
亨
版
は
初
版
本
と
さ
れ
て
お
り
、
存
覚
上
人
に
よ
る
右
左
仮
名
な

ど
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
本
書
の
流
伝
は
、
奥
書
な
ど
か
ら
蓮
戒
尼
の
手
沢
本
で

あ
っ
た
も
の
が
円
明
に
相
伝
さ
れ
、
そ
の
後
、
覚
忍
禅
尼
の
手
元
に
移
り
、
康
安

元
（
一
三
六
一
）
年
に
常
楽
台
の
光
助
（
存
覚
の
次
男
巧
覚
）
に
相
承
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
学
図
書
館
所
蔵
の
『
無
量
寿
経
』
に
は
、
本
元
亨
版

と
同
筆
同
時
の
奥
書
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
存
覚
の
斡
旋
に
よ
っ
て
本
元
亨
版

と
浄
土
三
部
経
（『
無
量
寿
経
』
の
奥
書
に
「
三
部
四
巻
」
と
あ
る
）
と
が
同
時
に

相
伝
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
詳
し
く
は
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
五　

黒
谷
上

人
語
燈
錄
（
和
語
）』（
浅
井
成
海
編
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

く
ろ　

だ
に　
し
ょ
う　
に
ん　
　

ご　
　
と
う　

ろ
く



6

蓮
如
上
人
書
状

一
幅　

蓮
如
上
人
筆　

文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
頃　

縦
一
八
・
〇×

横
五
〇
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

021.1-122-1

〕

　

本
書
状
は
、
蓮
如
上
人
（
一
四
一
五
〜
一
四
九
九
）
の
自
筆
書
状
で
あ
る
。
加

賀
山
田
（
現
在
の
石
川
県
加
賀
市
）
の
光
教
寺
蓮
誓
（
一
四
五
五
〜
一
五
二
一
）
が
、

親
鸞
聖
人
の
御
正
忌
と
、
文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
十
二
月
五
日
に
亡
く
な
っ
た

蓮
如
上
人
の
妻
で
あ
る
蓮
祐
尼
（
蓮
誓
の
義
母
）
の
七
回
忌
と
を
縁
と
し
て
懇
志

を
送
っ
た
こ
と
に
対
す
る
受
納
の
報
告
と
お
礼
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
か

ら
文
明
八
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

書
状
の
は
じ
め
に
「
尚
々
光
闡
之
字
、
此
闡
に
て
。
御
心
へ
候
へ
く
候
」
と
あ

る
の
は
、「
日
野
一
流
系
図
」
に
「
光
専
坊
改
光
闡
坊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蓮
誓
が

光
専
坊
か
ら
光
闡
坊
に
字
を
改
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
書
状
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
る
。

れ
ん　

に
ょ　
し
ょ
う
に
ん　
　
し
ょ
じ
ょ
う

〔
釈
文
〕

（
包
紙
上
書
）

（
端
裏
切
封
墨
引
）

「　
　
　
　
　

信
証
院

　

光
闡
坊
御
房　

蓮
如

　
　
　
　

御
返
事　
　

」

　

尚
々
光
闡
之
字

　

此
闡
に
て

　
　
　

御
心
へ
候
へ
く
候
。

十
一
月
廿
八
日
分
二
百
疋
、

蓮
祐
七
年
分

二
百
疋
分
慥
請
取
了
。

其
方
造
作
事
、

今
よ
り
の
ち
ハ

く
る
し
か
ら
す
候
。
能
々

心
へ
ら
れ
候
へ
く
候
。

又
こ
そ
て
お
も
て
、

与
四
郎
ひ
ん
き
も

下
へ
く
候
。
と
ゝ
き
候
哉
。

又
此
方
何
事

候
ハ
す
候
。
心
易
く
候
へ
く
候
。

以
面
承
候
へ
く
候
。

　
　

あ
な
か
し
く
。

　
　

十
一
月
十
一
日　

蓮
如
（
花
押
）

　
　

光
闡
坊
御
房

　
　
　
　
　

御
返
事



7

御
文
章

五
巻
五
冊
（
内
一
冊
の
み
）　

蓮
如
著　

室
町
時
代
刊　

縦
二
七
・
四×

横
二
一
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

021-215-1

〕

　

第
八
代
宗
主
で
あ
る
蓮
如
上
人
が
、
門
弟
の
要
望
に
応
え
て
書
い
た
教
化
の
た

め
の
手
紙
で
、真
宗
の
教
え
の
要
が
平
易
に
説
き
示
さ
れ
て
い
る
。『
御
文
』『
勧
章
』

『
宝
章
』
な
ど
と
も
称
さ
れ
、
真
宗
門
徒
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

第
九
代
宗
主
の
実
如
上
人
（
一
四
五
八
〜
一
五
二
五
）
は
、
教
化
の
中
心
に
「
御

文
章
」
を
置
き
、
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
を
五
帖
八
十
通
に
ま
と
め
て
門

末
に
授
与
し
た
。
こ
れ
を「
五
帖
本
」と
も「
帖
内
本
」と
も
い
う
。
こ
の「
五
帖
本
」は
、

第
十
代
証
如
上
人
（
一
五
一
六
〜
一
五
五
四
）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
広
く
流
布

し
た
。
ま
た
、「
五
帖
本
」か
ら
さ
ら
に
撰
出
し
て
一
帖
に
ま
と
め
た
も
の
も
作
ら
れ
、

そ
れ
ら
を
「
御
加
御
文
章
」「
御
加
御
文
」「
単
帖
本
」
と
い
う
。
な
お
、
本
願
寺

派
で
は
本
書
を
「
御
文
章
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は
第
十
四
代
宗
主
で
あ
る
寂
如
上

人
（
一
六
五
一
〜
一
七
二
五
）
が
、貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
に
出
版
し
た
『
御
文
章
』

の
奥
書
に
、「
文
章
」
と
雅
称
を
用
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
実
如
上
人
の
証
判
本
（
五
帖
本
）
の
内
、
現
存
す
る

第
四
帖
目
で
あ
る
。
通
常
の
五
帖
御
文
章
よ
り
も
各
章
の
間
隔
が
広
く
取
ら
れ
て

い
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

ご　
　
ぶ
ん
し
ょ
う

ほ
う
し
ょ
う

お
ふ
み

お
く
わ
え
ご
ぶ
ん
し
ょ
う

ご
ぶ
ん
し
ょ
う

お
く
わ
え
お
ふ
み

た
ん
じ
ょ
う
ぼ
ん

か
ん
し
ょ
う



歴
代
宗
主
の
向
学



一
一
七
三

一
二
六
三

一
二
三
五

一
三
〇
〇

一
二
七
〇

一
三
五
一

一
三
三
三

一
三
八
九

一
三
五
〇

一
三
九
三

①
親
鸞
聖
人

②
如
信
上
人

③
覚
如
上
人

④
善
如
上
人

⑤
綽
如
上
人

一
三
七
六

一
四
四
〇

一
三
九
六

一
四
五
七

一
四
一
五

一
四
九
九

一
四
五
八

一
五
二
五

一
五
一
六

一
五
五
四

⑥
巧
如
上
人

⑦
存
如
上
人

⑧

如
上
人

⑨
実
如
上
人

⑩
証
如
上
人

一
五
四
三

一
五
九
二

一
五
七
七

一
六
三
〇

一
六
一
二

一
六
六
二

一
六
五
一

一
七
二
五

一
六
七
三

一
七
三
九

⑪
顕
如
上
人

⑫
准
如
上
人

⑬
良
如
上
人

⑭
寂
如
上
人

⑮
住
如
上
人

一
七
一
六

一
七
四
一

一
七
〇
七

一
七
八
九

一
七
四
四

一
七
九
九

一
七
七
八

一
八
二
六

一
七
九
八

一
八
七
一

⑯㉑
湛
如
上
人

⑰㉒
法
如
上
人

⑱㉓
文
如
上
人

⑲㉔
本
如
上
人

⑳㉕
広
如
上
人

一
八
五
〇

一
九
〇
三

一
八
七
六

一
九
四
八

一
九
一
一

二
〇
〇
二

一
九
四
五

一
九
七
七

明
如
上
人

鏡
如
上
人

勝
如
上
人

即
如
上
人

専
如
上
人

※

本
展
観
で
は
、
写
字
台
文
庫
の
蔵
書
の
内
、
特
定
の
宗
主
の
蔵
書
と
し
て
確
定
で
き
る

　

第
十
代
証
如
上
人
以
降
か
ら
、「
歴
代
宗
主
の
向
学
」
を
構
成
し
ま
し
た
。



第
十
代
宗
主　
証
如
上
人
（
一五一六
〜一五
五
四
）

　

証
如
上
人
は
、
第
九
代
宗
主
実
如
上
人
（
一
四
五
八
〜
一
五
二
五
）
の
第
三
子
で
あ
る
円
如
上
人
（
一
四
九

一
〜
一
五
二
一
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
童
名
は
光
仙
、
後
に
光
養
と
改
め
、
諱
は
光
教
、
院
号
は
信
受

院
で
あ
る
。
九
条
尚
経
（
一
四
六
九
〜
一
五
三
〇
）
の
猶
子
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
本
願
寺
と
九
条
家
と

の
密
接
な
交
際
が
始
ま
る
。
証
如
上
人
以
降
、
歴
代
宗
主
は
実
名
に
「
光
」
の
一
字
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

　

証
如
上
人
は
、
父
の
早
世
に
よ
り
、
祖
父
実
如
上
人
の
法
嗣
と
な
り
、
大
永
五
（
一
五
二
五
）
年
、
わ
ず
か

十
歳
と
い
う
若
さ
で
継
職
し
た
。
若
年
の
上
人
を
助
け
た
の
は
、
実
如
上
人
の
遺
言
を
受
け
た
実
円
・
蓮
淳
・

蓮
慶
・
顕
誓
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
下
間
頼
秀
・
頼
盛
兄
弟
な
ど
の
好
戦
的
な
家
臣
も
あ
っ
て
、
次
第
に
戦
国
武

将
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
細
川
晴
元
勢
と
日
蓮
宗
徒
の
攻
撃
に
よ
っ
て
山
科
本
願
寺
が
焼

失
し
た
た
め
に
、大
坂
の
坊
舎
へ
寺
基
を
移
し
、石
山
本
願
寺
を
一
派
の
本
刹
と
し
た
。
以
後
、和
平
の
策
を
取
っ

て
、
本
願
寺
の
体
制
確
立
に
努
め
た
。
ま
た
、
証
如
上
人
は
、
平
和
的
態
度
を
保
つ
た
め
に
も
公
家
・
武
家
・

寺
家
に
対
す
る
礼
節
を
重
視
し
た
。
宮
廷
か
ら
『
三
十
六
人
家
集
』
が
贈
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
証
如
上
人
の
事
績
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
蓮
如
上
人
の
『
御
文
章
』（
五
帖
八
十
通
）
を
初
め

て
開
版
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、上
人
の
日
記
で
あ
る
『
天
文
日
記
』
は
、天
文
五
（
一
五
三
六
）
年
、

上
人
が
二
十
一
歳
の
時
か
ら
往
生
さ
れ
る
十
日
前
ま
で
の
十
九
年
間
の
記
録
（
内
二
年
分
は
欠
）
で
あ
り
、
当

時
の
本
願
寺
や
大
坂
の
状
況
な
ど
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

し
ょ
う　
に
ょ　
し
ょ
う
に
ん

い
み
な

ほ
ん
さ
つ
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詞
源
要
略

一
巻
一
冊　

清
原
宣
賢
著　

室
町
時
代
後
期
自
筆　

縦
二
七
・
〇×

横
二
一
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

021-344-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
願
寺
歴
代
宗
主
の
文
庫
で
あ
る
写
字
台
文
庫
に
は
、
舟
橋
家
旧
蔵
の
漢
籍
や

抄
物
・
有
識
故
実
書
・
歌
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
書
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

舟
橋
家
は
明
経
道
を
家
学
と
し
た
清
原
氏
の
流
れ
を
く
み
、
江
戸
時
代
初
期
の

秀
賢
（
一
五
七
五
〜
一
六
一
四
）
の
時
に
家
名
を
舟
橋
と
改
称
し
、
名
儒
と
称
さ

れ
る
人
物
を
輩
出
し
た
。
本
書
の
著
者
で
あ
る
清
原
宣
賢（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）

も
そ
の
一
人
で
、
儒
学
の
大
成
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
宣
賢
は
神
道
家
の

吉
田
兼
倶（
一
四
三
五
〜
一
五
一
一
）の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、享
禄
二（
一
五
二
九
）

年
に
出
家
し
て
、
環
翠
軒
宗
尤
と
号
し
た
と
い
う
。
証
如
上
人
（
一
五
一
六
〜
一

五
五
四
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
証
如
上
人
の
日
記
『
天
文
日
記
』
の
記
事
に
そ
の

名
が
見
え
る
。
本
書
が
写
字
台
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
証

如
上
人
と
の
親
交
か
ら
そ
の
時
代
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
書
は
和
歌
に
関
す
る
清
原
宣
賢
自
筆
の
分
類
体
辞
書
で
あ
り
、
他
に
類
を
見

な
い
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
和
歌
を
作
る
際
に
使
用
す
る
語
を
引
く
た
め

の
辞
書
で
あ
り
、
春
部
・
夏
部
・
秋
部
・
冬
部
・
天
象
部
・
時
節
・
草
部
・
虫
部
・

魚
部
な
ど
二
十
門
に
分
類
さ
れ
、
例
歌
を
付
す
場
合
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
語
彙

の
傾
向
な
ど
か
ら
、『
八
雲
御
抄
』（
順
徳
天
皇
著
）
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
た

も
の
と
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
二
十
四　

詞
源
要
略
・
和
歌

会
席
』（
大
取
一
馬
編
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

し　
　
げ
ん　

よ
う　
り
ゃ
く

き
よ
は
ら
の
ぶ
か
た

よ
し
だ
か
ね
と
も

か
ん
す
い
け
ん
そ
う
ゆ
う



わ　
　

か　
　

か
い　

せ
き
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和
歌
会
席

一
巻
一
冊　

著
者
不
詳　

室
町
時
代
後
期
清
原
宣
賢
写　

縦
二
八
・
二×

横
二
一
・
八
㎝

〔
請
求
記
号　

021-380-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
は
、
原
表
紙
中
央
に
「
和
歌
会
席　

講
師
作
法
等
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

和
歌
に
関
す
る
作
法
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、
藤

原
定
家
の
『
和
歌
書
様
』『
和
歌
会
次
第
』
が
随
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
点
や
、
飛

鳥
井
流
の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
点
、
公
式
歌
会
の
作
法
で
あ
る
「
本
式
」
と
私

的
歌
会
の
作
法
で
あ
る
「
内
々
ノ
時
」
と
の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
鵇
首
尚
書
藤
原
」
の
亡
き
父
に
よ
る
作
法
書
で
、

門
外
不
出
と
し
て
い
た
が
、「
或
人
」
の
所
望
に
よ
っ
て
書
写
し
て
与
え
た
も
の
で
、

そ
れ
を
さ
ら
に
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、「
或
人
」
に
書
写
し
て
与
え
た
際
、
亡
き
父
の
口
伝
や
秘
事
の
記
事
を
用
捨

し
な
が
ら
書
写
し
た
と
い
う
。

　
『
詞
源
要
略
』
の
項
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
証
如
上
人
（
一
五
一
六
〜
一
五
五
四
）

と
清
原
宣
賢
と
は
親
交
が
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
写
字
台
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
二
十
四　

詞
源
要
略
・
和
歌
会
席
』

（
大
取
一
馬
編
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

わ　

か
か
き
よ
う

わ　

か
か
い
し
だ
い

あ
る
ひ
と



第
十
一
代
宗
主　
顕
如
上
人
（
一五
四
三
〜一五
九
二
）

　

顕
如
上
人
は
、
証
如
上
人
（
一
五
一
六
〜
一
五
五
四
）
の
長
男
で
、
諱
を
光
佐
、
院
号
を
信
楽
院
と
い
う
。

本
願
寺
宗
主
の
得
度
は
、
青
蓮
院
で
行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
父
で
あ
る
証
如
上
人
が
三
十
九
歳
と
い

う
若
さ
で
往
生
を
む
か
え
た
た
め
、
初
め
て
本
願
寺
で
行
わ
れ
た
。
天
文
二
十
三
（
一
五
五
四
）
年
八
月
十
二

日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
翌
日
、
証
如
上
人
が
示
寂
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
顕
如
上
人
が
十
二
歳
の
若
さ
で
継

職
し
た
。

　

顕
如
上
人
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
永
禄
二
（
一
五
五
九
）
年
に
門
跡
の
勅
許
を
受
け
た
こ
と
や
、
永
禄
四
（
一

五
六
一
）
年
に
親
鸞
聖
人
三
百
回
忌
法
要
を
勤
修
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、そ
の
後
の
織
田
信
長
（
一

五
三
四
〜
一
五
八
二
）
と
十
年
間
に
わ
た
る
石
山
合
戦
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
信
長
と
対
立

す
る
近
江
の
浅
井
、
越
前
の
朝
倉
、
甲
斐
の
武
田
、
安
芸
の
毛
利
な
ど
と
本
願
寺
が
懇
意
で
あ
っ
た
た
め
に
、

信
長
か
ら
敵
対
視
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
当
初
、
本
願
寺
は
信
長
の
不
当
な
要
求
（
五
千
貫
の
矢
銭

の
要
求
）
に
堪
え
て
応
じ
た
も
の
の
、
石
山
本
願
寺
の
開
け
渡
し
要
求
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
破
却
す
る
と
の

返
事
を
受
け
て
つ
い
に
決
起
し
た
。
最
終
的
に
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
に
信
長
と
和
睦
し
、
上
人
は
紀
伊
国

鷺
森
へ
退
去
し
た
。
以
後
、
和
泉
国
貝
塚
、
摂
津
国
天
満
を
経
て
、
天
正
十
九
（
一
五
九
一
）
年
に
現
在
の
京

都
六
条
堀
川
に
寺
基
を
移
し
た
。
な
お
、
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
に
は
、
本
願
寺
に
絵
所
が
設
置
さ
れ
、

各
寺
院
に
授
与
す
る
本
尊
や
御
影
が
描
か
れ
た
と
い
う
。

け
ん　

に
ょ
し
ょ
う
に
ん

い
み
な

さ
ぎ
の
も
り



ろ
ん　
　
ご　

し
っ　

か
い
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論
語
集
解

十
巻
四
冊　
（
魏
）
何
晏
集
解　

正
平
十
九
（
一
三
六
四
）
年
刊
、
元
亀
三
（
一
五
七
二
）

年
加
点　

縦
二
六
・
五×

横
二
〇
・
八
㎝

〔
請
求
記
号　

021-19-4　

写
字
台
文
庫
〕

　

中
国
の
何
晏
（
生
年
不
明
〜
二
四
九
）
に
よ
る
『
論
語
』
の
注
釈
書
で
、
十
巻

で
構
成
さ
れ
る
。
完
全
な
『
論
語
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

朱
熹
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
の
註
釈
を
新
注
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
古
注
と
呼

ば
れ
、
朱
熹
以
前
の
解
釈
を
知
る
た
め
の
最
善
の
書
と
さ
れ
る
。
漢
か
ら
魏
ま
で

の
八
家
の
説
を
集
め
て
、
自
ら
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
日
本
で
は
古
く
か
ら
書

写
さ
れ
て
お
り
、
正
平
十
九
（
一
三
六
四
）
年
の
刊
本
が
現
存
最
古
の
も
の
と
さ

れ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
正
平
版
と
さ
れ
る
無
刊
記
本
で
、
奥
書
に
「
応
下
間

筑
後
法
橋
威
命
拭
渋
眼
／
染
禿
筆
以
累
家
秘
本
加
朱
墨
点
勿
／
令
外
見
而
已
／
元

亀
第
三
歳
舎
壬
申
孟
秋
二
十
又
八
／
宮
内
卿
清
原
朝
臣
（
花
押
・
印
）」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、下
間
筑
後
法
橋（
一
五
一
六
〜
一
五
七
五
）の
依
頼
に
よ
っ
て
、元
亀
三（
一

五
七
二
）年
に
儒
者
の
清
原
枝
賢（
一
五
二
〇
〜
一
五
九
〇
）が
累
家
の
秘
本
に
よ
っ

て
朱
点
・
返
り
点
・
右
仮
名
・
合
符
な
ど
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

清
原
枝
賢
に
よ
る
加
点
本
は
、
他
に
例
を
見
な
い
唯
一
の
も
の
と
さ
れ
る
。
清
原

枝
賢
は
、証
如
上
人
時
代
に
親
交
の
深
か
っ
た
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）

の
孫
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
清
原
マ
リ
ア
の
父
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
。
儒
学
の
講

義
を
行
う
明
経
博
士
を
つ
と
め
、
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
に
は
出
家
し
た
と
い

う
（
法
名
道
白
）。

か
あ
ん

し
ゅ
き

え
だ
か
た
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御
成
敗
式
目
・
式
目
義
解

各
一
巻
一
冊　

戦
国
時
代
写　

縦
二
三
・
三×

横
一
六
・
八
㎝
（
御
成
敗
式
目
）　

縦
二
五
・
一×

横
一
六
・
九
㎝
（
式
目
義
解
）

〔
請
求
記
号　

021-355-2　

写
字
台
文
庫
〕

　
『
御
成
敗
式
目
』
は
、
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
に
制
定
さ
れ
た
、
五
十
一
箇
条

か
ら
な
る
鎌
倉
幕
府
の
根
本
法
典
で
あ
る
。
年
号
か
ら
「
貞
永
式
目
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
時
の
執
権
で
あ
っ
た
北
条
泰
時
（
一
一
八
三
〜
一
二
四
二
）
が
評
定
衆
の

三
善
康
連
（
一
一
九
三
〜
一
二
五
六
）
な
ど
に
編
纂
を
命
じ
た
も
の
で
、
御
家
人

の
権
利
や
義
務
、
訴
訟
で
の
判
決
の
基
準
に
な
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
成
文
化
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
広
く
社
会
に
流
布
し
、
室
町
幕
府
や
戦
国
大
名
の
家
法
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
、
武
家
法
の
基
本
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
武
家
の
考

え
を
要
約
し
た
も
の
と
し
て
、幼
少
向
け
の
教
科
書
に
も
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。『
式

目
義
解
』
は
、『
御
成
敗
式
目
』
の
解
説
書
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
二
書
と
も
に
清
原
枝
賢
（
一
五
二
〇
〜
一
五
九
〇
）

の
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
清
原
家
に
は
『
御
成
敗
式
目
』
に
関
す
る
相
伝

が
あ
り
、
そ
の
解
釈
は
権
威
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
点
で
も
本
資
料

の
存
在
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
、こ
れ
ら
二
書
は
と
も
に
顕
如
上
人
の
妻
如
春
尼（
一

五
四
四
〜
一
五
九
八
）
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

如
春
尼
は
、
本
書
の
他
に
も
『
源
氏
物
語
』
の
相
伝
を
二
度
受
け
た
人
物
と
も
さ

れ
て
お
り
、
顕
如
上
人
と
同
じ
く
そ
の
向
学
意
識
は
注
目
さ
れ
る
。

ご　

せ
い　

ば
い　

し
き　

も
く　
　
・　

し
き　

も
く　

ぎ　
　

げ

『御成敗式目』

『式目義解』

み
よ
し
や
す
つ
ら



じ
ゅ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん

　

准
如
上
人
は
、顕
如
上
人
の
第
三
子
で
、童
名
は
阿
茶
、諱
を
光
昭
、院
号
は
信
光
院
（
理
光
院
と
も
い
う
）
で
あ
る
。

当
初
は
本
行
寺
に
住
し
て
い
た
が
、文
禄
二（
一
五
九
三
）年
に
、豊
臣
秀
吉（
一
五
三
七
〜
一
五
九
八
）の
裁
断
に
よ
っ

て
教
如
上
人
（
一
五
五
八
〜
一
六
一
四
）
に
代
わ
り
宗
主
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
は
、
教
如
上
人
の
大
谷
派
本
願
寺

別
立
と
い
う
重
大
事
や
、
江
戸
幕
府
樹
立
直
後
の
時
代
の
激
変
な
ど
、
本
願
寺
に
と
っ
て
重
要
な
転
機
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
時
代
の
大
勢
を
見
誤
ら
ず
、
近
世
本
願
寺
教
団
の
基
盤
を
築
い
た
の
が
准
如
上
人
で
あ
っ
た
。

　

上
人
の
業
績
に
は
、
津
村
別
院
、
浜
町
別
院
（
現
在
の
築
地
本
願
寺
）
な
ど
の
設
立
に
よ
る
地
方
教
化
の
強
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
の
大
地
震
や
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
の
大
火
事
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
諸
堂
の
復
興
に
も
尽
力
し
、
白
書
院
な
ど
本
願
寺
に
現
存
す
る
貴
重
な
建
造
物
を
遺
し
た
。
ま
た
、
大
谷

本
廟
が
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
の
も
准
如
上
人
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
他
、
聖
徳
太
子
・
七
高
僧
の
絵
像
を
各
寺
院

に
授
与
す
る
制
度
や
、正
月
の
祖
像
献
盃
の
式
、御
堂
に
お
け
る
奏
楽
な
ど
、新
た
な
制
度
の
確
立
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

准
如
上
人
の
向
学
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
の
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
開
版
で
あ
る
。
本

書
は
当
時
の
最
新
技
術
で
あ
っ
た
活
版
印
刷
技
術
を
用
い
て
出
版
さ
れ
て
い
る
（
古
活
字
版
）。
ま
た
、
今
回
展
示

す
る
易
林
本
『
節
用
集
』
な
ど
、
古
活
字
版
の
典
籍
が
多
く
写
字
台
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
仏
教
以

外
の
典
籍
に
も
精
通
し
て
お
り
、当
時
本
願
寺
に
い
た
山
科
言
経（
一
五
四
三
〜
一
六
一
一
）と
も
親
し
く
、奏
楽
・
能
・

和
歌
・
連
歌
な
ど
を
嗜
み
、慶
長
十
七（
一
六
一
二
）年
の
盆
踊
り
に
は
、上
人
自
ら
踊
り
に
加
わ
っ
た
と
記
録
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
上
人
自
身
が
筆
を
執
っ
た
日
記
の
抜
き
書
き
と
さ
れ
る
も
の
（
例
え
ば
『
慶
長
三
年
ヨ
リ
同
年
マ
デ
日
記
』

﹇
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
、〇
二
一
／
二
六
九
／
一
﹈）
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

第
十
二
代
宗
主　
准
如
上
人
（
一五
七
七
〜一六
三
〇
）

い
み
な
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浄
土
文
類
聚
鈔

一
巻
一
冊　

親
鸞
著　

慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
刊　

縦
二
六
・
一×

横
一
八
・
九
㎝

〔
請
求
記
号　

021-178-1

〕

　

本
書
は
親
鸞
聖
人
の
著
述
で
、主
著
『
教
行
信
証
』
に
対
し
て
、「
略
文
類
」「
略
典
」

な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。
著
述
年
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
く
、『
教
行
信
証
』
と

の
前
後
関
係
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。『
教
行
信
証
』
と
同
様
に
浄
土
真
宗
の
要
義

が
著
さ
れ
て
お
り
、
浄
土
真
宗
の
教
義
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
本
願
寺
第
十
二
代
宗
主
で
あ
る
准
如
上
人
が
慶
長
七

（
一
六
〇
二
）
年
に
開
版
し
た
も
の
で
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
漢
語
聖
教
出
版
の
嚆

矢
で
あ
る
。
当
時
の
最
新
技
術
で
あ
る
活
版
印
刷
技
術
（
古
活
字
版
）
に
よ
り
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
准
如
上
人
の
向
学
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
准
如
上
人
開
版
本

に
は
、
准
如
上
人
の
花
押
を
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
今
回
展

示
す
る
も
の
は
花
押
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
墨
書
に
よ
る
右
左
仮
名
・
返
点
・
合

符
や
、
朱
書
に
よ
る
左
仮
名
・
合
点
・
異
本
情
報
な
ど
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
、

も
と
も
と
は
白
文
の
状
態
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

じ
ょ
う　

ど　
　
も
ん

る
い

じ
ゅ
し
ょ
う

き
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

り
ゃ
く
も
ん
る
い

し

こ
う

り
ゃ
く
で
ん



せ
つ　

よ
う　
し
ゅ
う
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節
用
集

二
冊　

編
者
不
詳　

慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
刊　

縦
二
八
・
二×

横
二
〇
・
八
㎝

〔
請
求
記
号　

031-133W
-2　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
は
室
町
時
代
に
成
立
し
た
国
語
辞
典
で
、
編
者
に
つ
い
て
は
建
仁
寺
の
僧

侶
と
す
る
説
が
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
日
常
語
を
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
、

そ
の
中
で
天
地
（
乾
坤
）・
時
節
（
時
候
）
な
ど
七
〜
十
六
門
に
分
類
し
て
い
る
。

通
俗
辞
書
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
た
め
、
江
戸
時
代
前
期
ま
で
に
内
容
が
大
き
く
相

違
す
る
何
種
類
か
の
写
本
が
流
通
し
た
。
そ
れ
ら
は
三
系
統
に
分
類
さ
れ
、
イ
部

天
地
門
が
「
印
度
」
か
ら
始
ま
る
印
度
本
系
、「
伊
勢
」
か
ら
始
ま
る
伊
勢
本
系
、「
乾
」

か
ら
始
ま
る
乾
本
系
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
古
本
節
用
集
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
て
、

平
井
易
林
が
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
に
乾
本
系
を
基
本
と
し
た
『
節
用
集
』
を

出
版
し
（
易
林
本
）、
以
降
こ
れ
が
標
準
と
な
っ
た
。
以
後
、
何
度
も
増
補
改
訂
を

重
ね
な
が
ら
、
明
治
初
期
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
ま
さ
に
、
日
本
を
代
表
す
る
国
語

辞
典
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、巻
末
に
「
洛
陽
七
条
寺
内
平
井
／
勝
左
衛
門
休
与
開
板
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
願
寺
寺
内
町
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
ま
た
巻
頭
を
見
る
と
、「
乾
」
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
巻
末
に
は
「
慶

長
二
﹇
丁
／
酉
﹈
易
林
誌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
易
林
本
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
易
林
は
准
如
上
人
の
教
導
役
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ

り
、
両
者
の
親
交
に
よ
っ
て
、
後
の
標
準
と
な
る
易
林
本
『
節
用
集
』
が
出
版
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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公
卿
補
任

四
十
九
巻
二
十
冊　

山
科
言
経
筆　

慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
写　

縦
二
六
・
二×

横
二
一
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

021-386-20

〕

　

本
書
は
神
武
天
皇
以
降
の
歴
代
の
重
臣
・
公
卿
の
名
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

持
統
天
皇
（
六
四
五
〜
七
〇
三
）
ま
で
は
、
各
天
皇
ご
と
に
一
括
し
て
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
文
武
天
皇
（
六
八
三
〜
七
〇
七
）
以
後
は
年
ご
と
に
そ
の
名
前

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
公
家
社
会
に
お
い
て
は
、
往
古
以
来
の
各
家
の
補
任
状
況

が
重
要
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
多
く
の
写
本
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
中
、
山
科
言

継
（
一
五
〇
七
〜
一
五
七
九
）・
言
経
（
一
五
四
三
〜
一
六
一
一
）
の
親
子
が
長
年

に
わ
た
っ
て
記
録
し
た
も
の
は
、
今
日
伝
わ
る
写
本
の
祖
本
と
な
る
も
の
で
、
特

に
重
要
視
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
自
や
官
歴
・
辞
職
の
月
日
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
た
め
、
日
本
史
研
究
の
重
要
文
献
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
に
山
科
言
経
が
准
如
上
人

の
た
め
に
秘
蔵
の
書
か
ら
書
写
し
、
朱
筆
を
加
え
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
山

科
言
経
は
、
言
経
の
妻
と
興
正
寺
顕
尊
（
一
五
六
四
〜
一
五
九
九
）
の
妻
と
が
姉

妹
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
父
言
継
も
本
願
寺
と
親
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
願

寺
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
准
如
上
人
と
は
、
上
人
が
十
歳
の
こ
ろ
か
ら

奏
楽
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
な
ど
親
し
か
っ
た
こ
と
が
、『
言
経
日
記
』
の
記
述
か
ら

知
ら
れ
る
。
な
お
、
本
学
大
宮
図
書
館
に
は
本
書
と
同
様
の
奥
書
を
持
つ
『
釈
家

官
班
記
』
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

く　

ぎ
ょ
う　

ぶ　

に
ん

こ
う
ご
う

か
ん
ば
ん
き

し
ゃ
っ
け



り
ょ
う
に
ょ
し
ょ
う
に
ん

　

良
如
上
人
は
准
如
上
人
の
第
七
子
で
、
童
名
は
茶
々
丸
、
諱
を
光
円
、
院
号
は
教
興
院
と
い
う
。
寛
永
七
（
一

六
三
〇
）
年
に
准
如
上
人
が
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
九
歳
の
若
さ
で
継
職
し
た
。

　

良
如
上
人
の
業
績
と
し
て
は
、准
如
上
人
の
時
代
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
御
影
堂
の
再
建
、大
谷
本
廟
の
改
修
、

寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
の
親
鸞
聖
人
四
百
回
忌
法
要
の
勤
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
願
寺
の
御
絵

伝
を
八
幅
絵
伝
と
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
寛
永
十
六
（
一
六
三
九
）
年
の

学
寮
の
創
設
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
准
如
上
人
の
学
問
へ
の
関
心
と
江
戸
幕
府
の
学
問
奨
励
の
機
運
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
良
如
上
人
の
学
問
に
対
す
る
情
熱
が
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
（
平
田
厚
志

編
『
浄
土
真
宗
異
義
相
論
』〈『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
』
巻
二
〇
〉
所
収
「
口
上
記
」
参
照
）。
こ
こ
に

い
わ
ゆ
る
江
戸
宗
学
の
歴
史
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
良
如
上
人
の
向
学
は
、
琴
・
謡
・
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
・
茶
道
に
ま
で
お
よ
び
、
楽
に
つ
い
て
は

四
辻
家
か
ら
伝
授
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
良
如
上
人
は
早
く
よ
り
将
棋
を
好
ん
だ
よ
う
で
、
今
回

展
示
す
る
『
指
出
一
番
象
戯
』（
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
刊
）
に
は
、良
如
上
人
と
檜
垣
是
安
（
生
没
年
不
詳
）

と
の
対
局
の
棋
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。な
お
、良
如
上
人
は
、慶
安
四（
一
六
五
一
）年
か
ら
万
治
二（
一
六
五
九
）

年
の
間
の
日
常
の
出
来
事
を
石
川
弥
右
衛
門
に
記
録
さ
せ
て
お
り
、『
石
川
日
記
』
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
（
籠

谷
真
智
子
編
『
本
願
寺
史
料
集
成
』
巻
二
所
収
）。

第
十
三
代
宗
主　
良
如
上
人
（
一六一二
〜一六
六
二
）

い
み
な

さ
し
で
い
ち
ば
ん
し
ょ
う
ぎ

ひ　
が
き
こ
れ
や
す
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学
寮
造
立
之
事　
付
以
後
法
論
次
第（
承
応
鬩
牆
記
）

一
巻
一
冊　

祐
俊
著　

江
戸
時
代
前
期
自
筆　

縦
二
六
・
四×

横
二
〇
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

000.1-45-1

〕

　

本
書
は
本
学
の
前
身
で
あ
る
学
寮
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
た
「
学
寮
造
立
之
事
」

と
、
近
世
本
願
寺
教
団
に
お
い
て
起
こ
っ
た
三
大
法
論
の
一
つ
で
あ
る
承
応
の
鬩

牆
の
顚
末
を
記
し
た
「
両
寺
﹇
延
寿
寺
明
了
五
十
四
歳
／
永
照
寺
西
吟
五
十
歳
﹈

法
論
之
事
」
と
か
ら
な
り
、「
承
応
鬩
牆
記
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
著
者
は
、
本
願
寺

の
御
堂
衆
で
あ
っ
た
西
光
寺
祐
俊
（
一
五
九
七
〜
一
六
八
二
）
で
あ
り
、
今
回
展

示
す
る
も
の
は
、
そ
の
裏
表
紙
見
返
し
に
「
西
光
寺
祐
俊
筆
記
之
／
本
書
也
希
有

之
秘
書
ト
云
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
祐
俊
自
筆
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
学
寮
造
立
事　

添
付
書
類
」
と
し
て
、「
延
寿
寺
江
之
御
書
付
」「
永
照

寺
へ
の
御
書
出
」
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
学
図
書
館
に
は
、
清
書

本
と
さ
れ
る
一
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

学
寮
の
創
設
は
寛
永
十
六
（
一
六
三
九
）
年
、
教
学
振
興
に
力
を
尽
く
し
た
良

如
上
人
の
時
代
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
承
応
の
鬩
牆
の
顚
末
を
記
し
た
部
分
か

ら
は
、
近
世
初
期
本
願
寺
が
抱
え
て
い
た
教
学
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
良
如

上
人
時
代
の
学
問
状
況
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

が
く　
り
ょ
う
ぞ
う　
り
ゅ
う　

の　

こ
と　
　
　
ふ　

い　

ご　
ほ
う
ろ
ん
し
だ
い
（
じ
ょ
う
お
う
げ
き
し
ょ
う
き
）



せ
ん　
じ
ゃ
く
ほ
ん　

が
ん　

ね
ん　

ぶ
つ
し
ゅ
う
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選
択
本
願
念
仏
集

二
巻
二
冊
（
下
巻
欠
）　

法
然
著　

江
戸
時
代
前
期
刊　

縦
二
七
・
五×

横
一
九
・
三
㎝

〔
請
求
記
号　

021-263-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

法
然
聖
人
の
主
著
で
、『
選
択
集
』
と
も
略
称
さ
れ
る
。
九
条
兼
実
（
一
一
四
九

〜
一
二
〇
七
）
の
求
め
に
よ
っ
て
、
建
久
九
（
一
一
九
八
）
年
に
著
述
さ
れ
、
阿

弥
陀
仏
の
本
願
に
基
づ
い
て
、
称
名
一
行
（
口
に
仏
の
名
号
を
称
す
る
こ
と
を
専
ら
と
す
る
行
）

に
よ
る
救
済
を
主
張
し
、
浄
土
宗
の
独
立
を
宣
言
し
た
書
物
で
あ
る
。
十
六
章
に

わ
た
っ
て
、
念
仏
こ
そ
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
業
で
あ
る
旨
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
書
写
は
門
弟
の
中
で
も
ご
く
限
ら
れ
た
人
物
に
の
み
許
さ

れ
て
お
り
、
親
鸞
聖
人
も
そ
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
元
和
・
寛
永
ご
ろ
の
刊
本
と
さ
れ
る
が
、
二
巻
の
う

ち
下
巻
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
刊
記
は
不
明
で
あ
る
。
表
紙
に
「
選
択
集　

本
」

と
の
題
簽
が
あ
り
、
冒
頭
に
あ
る
標
挙
の
文
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
之
業　

念
仏
為
先
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、浄
土
宗
系
の
人
物
に
よ
る
出
版
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
表
紙
の
右
上
に
「
明
暦
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良
如
上
人

当
時
に
入
蔵
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
ょ
う
み
ょ
う
い
ち
ぎ
ょ
う

だ
い
せ
ん
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指
出
一
番
象
戯

五
巻
（
内
二
巻
存
）　

編
者
不
詳　

元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
刊　

縦
二
一
・
七×

横
一
五
・
二
㎝

〔
請
求
記
号　

024.3-1089-2　

禿
氏
文
庫
〕

　

将
棋
に
関
す
る
書
物
は
、
寛
永
十
三
（
一
六
三
六
）
年
刊
行
の
『
小
象
戯
』、
明

暦
三
（
一
六
五
七
）
年
刊
行
の
『
将
棊
教
』、天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
刊
行
の
『
将

棊
図
解
』
な
ど
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
多
く
出
版
さ
れ
た
。
当
時
の
将
棋
の
人
気

ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
に
出
版
さ
れ
た
古
棋
書
で
、

本
学
図
書
館
は
巻
二
と
巻
五
を
所
蔵
し
て
い
る
。
本
書
に
は
、
本
願
寺
十
三
代
宗

主
で
あ
る
良
如
上
人
の
棋
譜
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
上
人
が
将
棋
を
好
ん
で
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
上
人
の
棋
譜
は
、
巻
五
の
冒
頭
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
対
戦
相
手
は

垣
是
安
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
。

垣
是
安
は
、

雁
木
囲
い
の
創
設
者
と
さ
れ
る
人
物
で
、
伊
藤
宗
看
（
一
六
一
八
〜
一
六
九
四
）

と
の
一
局
は
「
是
安
吐
血
の
戦
い
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
し　

で　
　
い
ち　

ば
ん　
し
ょ
う　

ぎ

こ
し
ょ
う
ぎ

が
ん
ぎ

い
と
う
そ
う
か
ん

ひ
が
き
こ
れ
や
す

し
ょ
う
ぎ
き
ょ
う



じ
ゃ
く
に
ょ　
し
ょ
う
に
ん

第
十
四
代
宗
主　
寂
如
上
人
（
一六
五一〜一七
二
五
）

い
み
な

ば
ん
ど
う
ぶ
し

い
あ
ん
じ
ん

げ
き
し
ょ
う

ぎ
ょ
ざ
ん
り
ゅ
う

　

寂
如
上
人
は
良
如
上
人
の
第
二
子
で
、童
名
を
房
麿
、諱
を
光
常
、院
号
を
信
解
院
と
い
う
。
寛
文
二
（
一
六
六
二
）

年
に
良
如
上
人
が
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
か
ら
十
二
歳
の
若
さ
で
継
職
し
た
。
歴
代
の
中
で
最
長
と
な
る
六
十
三
年
の

間
、
宗
主
と
し
て
活
躍
し
、
親
鸞
聖
人
の
大
遠
忌
法
要
も
二
度
（
四
百
回
忌
と
四
百
五
十
回
忌
）
勤
修
し
て
い
る
。

　

寂
如
上
人
は
、
勤
式
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行
っ
た
宗
主
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
現
在
に
ま

で
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
本
願
寺
両
堂
の
間
に
半
鐘
を
掛
け
て
法
要
開
始
の
合
図
と
す
る
こ
と

や
、
御
影
堂
の
両
余
間
に
九
字
・
十
字
名
号
を
掛
け
る
こ
と
、
念
仏
の
曲
節
の
一
つ
で
あ
る
坂
東
節
を
止
め
て
八
句

念
仏
と
す
る
こ
と
、
御
堂
衆
宗
謙
に
魚
山
流
の
声
明
を
学
ば
せ
て
声
明
を
魚
山
流
に
改
め
た
こ
と
、
大
谷
本
廟
の
本

堂
に
「
龍
谷
山
」
の
額
を
掲
げ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
師
影
供
作
法
」
の
画
讃
の
文
は
、
寂
如
上
人
が

親
鸞
聖
人
の
影
像
に
書
い
た
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。こ
の
他
、寛
文
八（
一
六
六
八
）年
に
は
、『
正
信
偈
和
讃
』『
御

文
章
』
を
開
版
し
、
特
に
『
御
文
章
』
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
各
種
の
抜
粋
本
が
不
統
一
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
本
願
寺
よ
り
新
規
開
版
さ
れ
た
も
の
と
申
替
し
、
統
一
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
ら
も
聖
教
の
研
鑽
に
励
み
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
に
は
御
堂
衆
に
対
し
て
『
教
行
信
証
』
の
講
義

を
行
う
等
、
学
問
へ
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
は
、
江
戸
城
に
お
い
て
将
軍
徳
川

綱
吉
（
一
六
四
六
〜
一
七
〇
九
）
か
ら
『
大
学
綱
領
章
』
の
講
義
も
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
能
書
家
と
し
て
も
知
ら

れ
て
お
り
、
近
世
本
願
寺
宗
主
の
中
で
も
、
第
十
七
代
宗
主
で
あ
る
法
如
上
人
（
一
七
〇
七
〜
一
七
八
九
）
と
双
璧

と
讃
え
ら
れ
る
。
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
は
、
前
代
良
如
上
人
の
時
代
に
起
き
た
教
義
の
論
争
で
あ
る
承
応
の

鬩
牆
に
よ
っ
て
破
却
さ
れ
た
学
寮
を
、
学
林
と
し
て
復
興
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
他
、
こ
の
時
代
に
は
正
統
な
宗
義
と

異
な
る
見
解
で
あ
る
異
義
・
異
安
心
が
摘
発
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寂
如
上
人
の
時
代
か
ら
、

学
僧
の
直
筆
に
よ
る
著
作
が
本
願
寺
あ
る
い
は
写
字
台
文
庫
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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金
鍮
記

二
巻
二
冊　

知
空
著　

寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
著
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
朱
点　

縦
二
六
・
二×

横
一
八
・
七
㎝

〔
請
求
記
号　

022-26-2

〕

　

江
戸
時
代
初
期
、
本
願
寺
は
東
西
の
二
派
に
分
か
れ
た
が
、
そ
の
後
、
表
方
（
現

在
の
本
願
寺
派
）
と
裏
方
（
現
在
の
大
谷
派
）
の
ど
ち
ら
が
正
統
で
あ
る
の
か
に

つ
い
て
論
争
が
起
こ
っ
た
。
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
論
争
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
が
、
当
時
と
し
て
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）

年
に
は
本
願
寺
派
の
甫
顔
が
『
表
裏
問
答
』
を
出
版
し
て
自
派
の
正
統
性
を
主
張
し
、

そ
れ
に
対
し
て
大
谷
派
が
『
翻
迷
集
』（
著
者
未
詳
）
を
著
す
な
ど
、
熾
烈
な
争
い

が
展
開
さ
れ
た
。

　

本
書
は
当
時
の
碩
学
で
あ
っ
た
知
空
（
一
六
三
四
〜
一
七
一
八
、
後
に
第
二
代

能
化
（
本
願
寺
派
の
宗
学
を
統
摂
す
る
職
））
が
本
願
寺
派
の
正
統
性
を
主
張
し
た
も
の
で

あ
る
。
今
回
は
知
空
の
直
筆
と
さ
れ
る
も
の
を
展
示
し
た
。
寛
文
六
（
一
六
六
六
）

年
に
著
さ
れ
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
知
空
が
朱
を
入
れ
た
こ
と
が
、
奥
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
「
本
願
寺
」
の
印
が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

願
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
知
空
は
寂
如
上
人
か

ら
『
選
択
集
』
を
伝
授
さ
れ
る
な
ど
、
信
頼
さ
れ
た
学
匠
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本

書
を
含
め
た
、
東
西
両
本
願
寺
の
正
統
性
に
関
す
る
論
争
に
つ
い
て
は
、『
真
宗
全

書
』
巻
五
十
六
に
資
料
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
ん　
ち
ゅ
う　

き

ひ
ょ
う
り
も
ん
ど
う

ほ
げ
ん

せ
き
が
く

ち
く
う

の
う
け

ほ
ん
め
い
し
ゅ
う

せ
ん
じ
ゃ
く
し
ゅ
う



じ
ょ
う　

ど　
　

わ　
　
さ
ん　
し
ょ
う　

げ　
　

・　
　
こ
う　

そ
う　

わ　
　

さ
ん
し
ょ
う　

げ
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浄
土
和
讃
嘗
解
・
高
僧
和
讃
嘗
解

十
八
巻
十
冊
（
浄
土
）
・
十
二
巻
十
冊
（
高
僧
）　

月
筌
著
、
泰
巌
写　

寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
写　

縦
二
三
・
六×

横
一
六
・
八
㎝
（
浄
土
）

縦
二
三
・
四×

横
一
六
・
八
㎝
（
高
僧
）

〔
請
求
記
号　

022-31-10

（
浄
土
）
、022-30-10

（
高
僧
）　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
は
知
空
門
下
の
英
匠
で
あ
る
月
筌
（
一
六
七
一
〜
一
七
二
九
）
の
著
作
で

あ
る
。
月
筌
は
三
十
歳
で
『
起
信
論
』
な
ど
を
講
じ
、四
十
三
歳
で
『
正
信
偈
勦
説
』

を
著
し
た
。
そ
の
後
、
住
職
を
辞
し
て
研
鑽
に
励
み
、
蓮
華
蔵
閣
に
お
い
て
華
蔵

会
を
開
い
て
門
下
を
育
成
し
た
。
そ
の
間
、『
真
宗
関
節
』『
浄
土
和
讃
嘗
解
』『
高

僧
和
讃
嘗
解
』『
称
讃
浄
土
経
駕
説
』
な
ど
を
著
し
た
。
寂
如
上
人
時
代
の
教
学
隆

盛
期
を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
教
学
に
は
、
華
厳
教
学
を
応
用
す
る
と
い
う

特
徴
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
真
宗
関
節
』
は
論
題
研
究
の
嚆
矢
で
あ
り
、
空
華
学

派
の
数
々
成
仏
説
・
遍
満
仏
性
説
の
萌
芽
や
、
豊
前
学
派
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
末
尾
に
あ
る
真
宗
篤
信
者
の
記
事
は
、
後
の
『
妙
好
人
伝
』
に
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
な
お
、『
称
讃
浄
土
経
駕
説
』
は
異
訳
小
経
の
最
古
の
註
釈
書
と

し
て
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、『
浄
土
和
讃
嘗
解
』
の
末
尾
に
「
右
／
華
蔵
閣
尊
宿
所

著
嘗
解
従
第
九
巻
至
第
十
八
巻
謹
／
転
写
知
秀
子
所
蔵
之
本
了
／
寛
延
三
年
歳
舍

庚
午
初
冬
三
日
／
大
谷
末
徒
﹇
憲
栄
﹈
泰
巖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
月
筌
門
下
の

泰
巖
（
一
七
一
一
〜
一
七
六
三
）
が
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
に
同
じ
く
月
筌

門
下
の
知
秀
の
蔵
書
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
筆
致

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
高
僧
和
讃
嘗
解
』
も
泰
巖
に
よ
る
書
写
と
考
え
ら
れ

る
。
泰
巖
は
第
五
代
能
化
義
教（
一
六
九
四
〜
一
七
六
八
）に
見
出
さ
れ
て
学
林（
学

問
を
修
め
る
本
願
寺
の
寮
舎
）
で
活
躍
し
、『
真
宗
法
要
』
の
編
纂
な
ど
に
関
わ
っ

た
人
物
で
あ
る
。
妙
好
人
大
和
の
清
九
郎
と
の
親
交
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
ょ
う
し
ん
げ
そ
う
せ
つ

れ
ん
げ
ぞ
う
か
く

け
ぞ
う

し
ん
し
ゅ
う
か
ん
せ
つ

え

け
ご
ん

こ
う
し

く
う
げ

の
う
け　

ぎ
き
ょ
う

た
い
が
ん

げ
っ
せ
ん

さ
く
さ
く
じ
ょ
う
ぶ
つ
せ
つ

へ
ん
ま
ん
ぶ
っ
し
ょ
う
せ
つ

ぶ　
ぜ
ん

み
ょ
う
こ
う
に
ん
で
ん

し
ょ
う
さ
ん
じ
ょ
う
ど
き
ょ
う
が
せ
つ

〔浄土和讃嘗解〕
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鷺
森
含
毫

一
巻
一
冊　

知
空
著　

江
戸
時
代
前
期
成
立
、
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
写　

縦
二
四
・
〇×

横
一
七
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

179.9-22W

〕

　

本
書
は
寛
文
年
間
に
紀
伊
国
黒
江
村
（
和
歌
山
県
）
で
起
き
た
異
義
事
件
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
黒
江
坊
舎
に
お
い
て
、

在
家
の
作
太
夫
が
異
義
を
唱
え
て
僧
侶
貞
岩
と
論
争
と
な
っ
た
。
本
願
寺
は
、
そ

れ
に
対
処
し
て
光
瀬
寺
乗
願
・
明
覚
寺
存
空
を
派
遣
し
て
作
太
夫
を
教
諭
し
た
が
、

再
び
論
争
が
起
こ
り
、
改
め
て
存
空
が
派
遣
さ
れ
て
作
太
夫
と
貞
岩
と
を
追
放
処

分
と
し
た
。
し
か
し
、
貞
岩
に
従
う
門
徒
が
そ
の
処
分
を
不
当
と
し
て
本
願
寺
に

訴
え
た
。
本
願
寺
は
存
空
の
教
諭
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
し
、
光
隆
寺
知
空
な
ど
に

存
空
を
教
諭
さ
せ
た
。
最
終
的
に
は
、
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年
に
乗
願
・
知
空

が
派
遣
さ
れ
、
貞
岩
を
元
の
よ
う
に
入
寺
さ
せ
、
邪
義
の
徒
を
改
め
て
回
心
さ
せ

騒
動
は
終
結
し
た
と
い
う
。
作
太
夫
の
異
義
内
容
は
善
知
識
だ
の
み
の
一
種
で
あ

り
、生
身
の
如
来
で
あ
る
親
鸞
聖
人
や
善
知
識
へ
の
御
恩
を
思
う
こ
と
が
「
た
の
む
」

で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
を
た
の
む
必
要
は
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
に
俊
諦
（
一
六
六
四
〜
一

七
二
一
、知
空
門
下
）
が
写
し
た
も
の
を
、享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
に
慧
鐺
（
一

六
九
四
〜
一
七
五
一
、
功
存
の
師
）
が
写
し
、
さ
ら
に
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
に

梅
寥
（
伝
未
詳
）
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
写
伝
の
系
譜
は
、
本
書

の
中
に
登
場
す
る
知
空
や
俊
諦
・
慧
鐺
が
三
業
帰
命
説（
衆
生
が
救
わ
れ
る
た
め
に
は
、身
・
口
・

意
の
三
業
に
帰
命
の
心
を
あ
ら
わ
し
て
、
仏
に
向
か
っ
て
助
け
た
ま
え
と
願
い
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
説
）
の
萌
芽
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
願
寺
派
の
宗
義
に
関
す
る
論

争
で
あ
る
三
業
惑
乱
研
究
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
る
。
特
に
、
本
書
の
中
で
知
空

が
口
称
だ
の
み
を
許
容
し
て
い
る
点
は
、
三
業
帰
命
説
の
淵
源
と
し
て
常
に
指
摘

さ
れ
る
。
本
書
の
対
論
図
を
見
る
と
、
寂
如
上
人
の
前
に
聖
教
が
置
か
れ
て
存
空

と
知
空
と
の
対
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
継
職
直
後
の
寂
如
上
人
の
御
前
に
て
の
対

論
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ぎ
の
も
り　

が
ん　

ご
う

し
ゅ
ん
た
い

え
と
う

く
し
ょ
う

さ
ん
ご
う
き
み
ょ
う
せ
つ

し
ん
く

い ば
い
り
ょ
う



じ
ゅ
う
に
ょ
し
ょ
う
に
ん

　

住
如
上
人
は
九
条
兼
晴
（
一
六
四
一
〜
一
六
七
七
）
の
第
三
子
で
、
三
歳
の
こ
ろ
か
ら
本
願
寺
で
育
て

ら
れ
、十
四
歳
の
時
に
寂
如
上
人
の
継
嗣
と
な
っ
て
、寂
如
上
人
の
十
六
子
（
七
女
）
常
君
を
妻
に
迎
え
た
。

童
名
は
保
君
、諱
を
光
澄
、院
号
を
信
順
院
と
い
う
。
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
か
ら
は
寂
如
上
人
に
代
わ
っ

て
免
物
御
影
の
裏
書
を
す
る
な
ど
、
新
門
主
と
し
て
宗
主
を
補
佐
し
た
。
そ
の
後
、
享
保
十
（
一
七
二
五
）

年
に
寂
如
上
人
が
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
り
五
十
三
歳
で
継
職
し
た
。
し
か
し
、
住
如
上
人
が
寂
如
上

人
の
直
接
の
子
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
満
を
抱
く
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
上
人
は
、
寂

如
上
人
の
第
十
八
子
で
あ
る
直
丸
（
後
の
湛
如
上
人
）
を
法
嗣
と
定
め
て
問
題
解
決
を
図
っ
た
。
上
人
の

在
職
期
間
は
十
五
年
ほ
ど
と
短
い
が
、
在
職
中
、
福
井
御
坊
・
堺
御
坊
・
伏
見
御
坊
・
津
村
御
坊
を
再
建
し
、

さ
ら
に
北
山
の
養
源
寺
の
本
堂
を
移
し
て
山
科
御
坊
を
造
営
す
る
な
ど
、
各
地
別
院
の
整
備
に
尽
力
し
た
。

将
軍
德
川
綱
吉
（
一
六
四
六
〜
一
七
〇
九
）
の
妻
は
九
条
兼
晴
の
妹
で
、
住
如
上
人
の
叔
母
に
当
た
る
。

上
人
は
皇
室
や
将
軍
家
と
も
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
。

第
十
五
代
宗
主　
住
如
上
人
（
一六
七
三
〜一七
三
九
）

い
み
な

め
ん
も
つ
ご
え
い
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往
生
要
集

三
巻
六
冊　

源
信
著　

室
町
末
期
刊　

縦
二
四
・
八×

横
一
五
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

021-146-6　

写
字
台
文
庫
〕

　

恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）
が
四
十
四
歳
の
時
（
九
八
五
年
）
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
論
釈
か
ら
往
生
極
楽
に
関
す
る
文
章
を
集
め
て
著
し
た
も
の
で
あ

る
。
日
本
で
初
と
な
る
本
格
的
な
往
生
極
楽
に
関
す
る
書
物
で
あ
り
、
著
述
直
後

か
ら
広
く
流
布
し
て
、
思
想
・
文
学
・
芸
術
な
ど
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
永
延
二
（
九
八
八
）
年
に
は
、
宋
の
天
台
山
国
清
寺
に
送
ら
れ
て
高

い
評
価
を
受
け
た
と
い
う
。
本
書
に
は
地
獄
の
様
相
が
克
明
に
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、

日
本
人
に
と
っ
て
の
地
獄
観
の
原
点
と
も
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
住
如
上
人
の
諱
で
あ
る
「
光
澄
」
が
捺
印
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
住
如
上
人
時
代
の
学
林
は
、
第
三
代
能
化
若
霖
（
一
六
七
五
〜

一
七
三
五
）・
第
四
代
能
化
法
霖
（
一
六
九
三
〜
一
七
四
一
）
な
ど
の
時
代
で
あ
り
、

写
字
台
文
庫
の
蔵
書
も
拡
充
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

お
う　
じ
ょ
う
よ
う　
し
ゅ
う

の
う
け

い
み
な



た
ん

に
ょ
し
ょ
う
に
ん

第
十
六
代
宗
主　

湛
如
上
人
（
一七一六
〜一七
四一）

　

湛
如
上
人
は
寂
如
上
人
の
第
十
八
子
で
、
童
名
を
直
丸
、
諱
を
光
啓
、
院
号
を
信
暁
院
と
い
う
。
享
保
十

一
（
一
七
二
六
）
年
に
嗣
法
と
な
り
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
に
は
住
如
上
人
と
と
も
に
江
戸
を
巡
化

し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
に
住
如
上
人
が
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
十

四
歳
で
継
職
し
た
。
し
か
し
、
生
来
の
病
身
で
あ
っ
た
た
め
、
寺
務
は
坊
官
た
ち
に
委
ね
ら
れ
、
先
代
の
住

如
上
人
の
時
代
か
ら
の
内
紛
も
重
な
り
、
本
願
寺
内
は
動
揺
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
状
況
を
憂
い
た
当
時

の
能
化
法
霖
（
一
六
九
三
〜
一
七
四
一
）
は
、
湛
如
上
人
の
命
に
よ
り
本
山
役
員
を
古
数
奇
屋
に
集
め
、
法

話
し
て
教
諭
し
た
と
い
う
。こ
の
時
の
法
話
は『
日
溪
古
数
奇
屋
法
語
』と
し
て
現
存
し
て
い
る（『
真
宗
全
書
』

巻
六
十
二
所
収
）。

　

ま
た
、
文
墨
に
巧
み
で
あ
っ
て
「
飛
雲
閣
記
」
を
著
し
、
飛
雲
閣
は
豊
臣
の
構
築
し
た
も
の
で
、
初
め
聚

楽
第
に
あ
っ
た
が
本
願
寺
に
移
し
、
壮
麗
は
旧
に
倍
し
て
前
に
清
池
を
開
い
て
小
山
を
築
い
た
こ
と
な
ど
を

綴
っ
て
い
る
。
次
代
の
法
如
上
人
も
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
に
こ
れ
を
書
写
し
た
。
本
願
寺
の
正
史
に
よ

れ
ば
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
六
月
六
日
、
大
谷
本
廟
よ
り
戻
っ
た
後
に
急
患
で
倒
れ
、
あ
く
る
七
日
に

二
十
六
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え
た
と
い
う
。
宗
主
と
し
て
の
在
職
は
わ
ず
か
二
年
で
あ
る
。

の
う
け
ほ
う
り
ん

ひ
う
ん
か
く
き

じ
ゅ

ら
く
だ
い

に
っ
け
い
こ　

す　

き　

や
ほ
う
ご

い
み
な
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選
択
本
願
念
仏
集

二
巻
二
冊　

法
然
著　

江
戸
時
代
中
期
朱
点　

縦
二
六
・
三×

横
一
八
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

022-8-2  

写
字
台
文
庫
〕

　

法
然
聖
人
の
主
著
で
、『
選
択
集
』
と
も
略
称
さ
れ
る
。
九
条
兼
実
（
一
一
四
九

〜
一
二
〇
七
）
の
求
め
に
よ
っ
て
、
建
久
九
（
一
一
九
八
）
年
に
著
述
さ
れ
、
阿

弥
陀
仏
の
本
願
に
基
づ
い
て
、
称
名
一
行
に
よ
る
救
済
を
主
張
し
、
浄
土
宗
の
独

立
を
宣
言
し
た
書
物
で
あ
る
。
十
六
章
に
わ
た
っ
て
、
念
仏
こ
そ
が
阿
弥
陀
仏
の

本
願
に
誓
わ
れ
た
行
業
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
書
写
は
門
弟
の

中
で
も
ご
く
限
ら
れ
た
人
物
に
の
み
許
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
聖
人
も
そ
の
一
人
に

数
え
ら
れ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
上
下
巻
末
尾
に
「
湛
如
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
湛
如
上
人
が
所
持
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
上
巻
の
末
尾
の
「
湛

如
」
の
下
に
「
文
如
継
之
」（
一
部
塗
抹
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
如
上
人
が
相
承

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
に
は
、
も
と
も
と
の
刊
本
に
あ
る
右
仮
名
や
返
点
を

朱
書
で
訂
正
し
た
箇
所
や
、
胡
粉
で
本
文
を
削
除
し
て
い
る
箇
所
、
上
欄
へ
の
註

記
な
ど
、多
く
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
、特
に
巻
頭
の「
念
仏
為
先
」が
貼
り
紙
で「
念

仏
為
本
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
が
、

誰
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
湛
如
上
人
か
あ
る
い
は
そ
の
近
い
人
物
、

あ
る
い
は
本
書
を
相
承
し
た
文
如
上
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

せ
ん　
じ
ゃ
く
ほ
ん　

が
ん　

ね
ん　

ぶ
つ
し
ゅ
う

し
ょ
う
み
ょ
う
い
ち
ぎ
ょ
う



ぶ
っ

せ
つ　

あ　
　

み　
　

だ　

き
ょ
う
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仏
説
阿
弥
陀
経

一
巻
一
冊　
（
後
秦
）
鳩
摩
羅
什
訳　

享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
南
谷
筆　

縦
二
九
・
二×

横
一
四
・
七
㎝

〔
請
求
記
号　

021-131-1

〕

　

中
国
後
秦
の
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
〜
四
一
三
、
一
説
三
五
〇
〜
四
〇
九
）
が
訳

出
し
た
も
の
で
、『
阿
弥
陀
経
』『
小
経
』
と
も
呼
ば
れ
る
浄
土
三
部
経
の
一
つ
で

あ
る
。
祇
園
精
舎
に
お
い
て
釈
尊
が
問
い
も
な
く
自
ら
説
か
れ
た
経
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
無
問
自
説
経
と
も
い
わ
れ
る
。
極
楽
世
界
の
相
や
阿
弥
陀
仏
・
聖
衆
の
功

徳
な
ど
が
説
か
れ
、
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
旨
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
半

部
分
に
は
、
東
南
西
北
、
下
方
上
方
に
い
る
仏
た
ち
が
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
教
え

が
真
実
で
あ
る
と
讃
え
て
勧
め
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
奥
書
に
「
享
保
十
龍
次
乙
巳
歳
九
月
下
浣
老
衲
南
谷

肅
拝
／
書
于
幻
華
堂
（
印
）（
印
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
享
保
十
（
一
七
二
五
）

年
に
南
谷
（
生
没
年
不
詳
）
な
る
人
物
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

南
谷
は
大
通
寺
（
現
在
の
京
都
市
南
区
）
に
住
居
し
た
能
書
家
・
作
庭
家
で
、

湛
如
上
人
の
書
と
文
学
の
師
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

く　

ま
ら
じ
ゅ
う



　

法
如
上
人
は
、
本
徳
寺
寂
円
（
良
如
上
人
の
第
十
子
）
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
童
名
を
春
千
代
、
諱

を
光
闡
、
院
号
を
信
慧
院
と
い
う
。
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
に
顕
証
寺
に
入
寺
し
た
が
、
第
十
六
代
宗

主
で
あ
る
湛
如
上
人
の
継
嗣
静
如
（
一
七
二
二
〜
一
七
九
六
）
が
引
退
し
た
こ
と
を
受
け
て
、寛
保
三
（
一

七
四
三
）
年
に
本
願
寺
の
寺
務
を
継
い
だ
。
法
如
上
人
は
宗
主
と
し
て
の
在
職
は
四
十
七
年
、
寂
如
上
人

に
次
い
で
そ
の
年
数
が
長
い
。
阿
弥
陀
堂
の
再
建
や
親
鸞
聖
人
五
百
回
忌
法
要
の
勤
修
、『
真
宗
法
要
』
の

出
版
、
明
和
の
法
論
の
解
決
、
宗
名
の
諍
論
な
ど
、
様
々
な
特
筆
す
べ
き
事
績
が
あ
る
。
ま
た
、
公
家
や

武
家
と
の
親
交
も
深
く
、
本
願
寺
の
社
会
的
地
位
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
願
寺
の
全
盛
期
と
も
称
さ

れ
る
。
そ
の
他
、
法
如
上
人
は
諸
別
院
に
下
向
し
て
教
化
に
つ
と
め
る
な
ど
、
別
院
の
役
割
を
重
視
し
、

吉
崎
別
院
・
金
沢
別
院
・
福
井
別
院
・
山
科
別
院
・
北
山
別
院
・
築
地
別
院
な
ど
の
整
備
に
尽
力
し
た
。

　

延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
に
は
蓮
如
上
人
二
百
五
十
回
忌
法
要
を
勤
修
し
、
こ
れ
が
蓮
如
上
人
遠
忌
の

初
め
と
さ
れ
る
。
な
お
、
法
如
上
人
は
書
画
へ
の
向
学
心
が
強
く
、
書
家
と
し
て
は
蕙
堂
、
画
人
と
し
て

は
乾
亨
斉
と
号
し
た
。
宗
祖
五
百
回
忌
法
要
で
用
い
ら
れ
た
『
浄
土
三
部
経
』
は
、
法
如
上
人
の
染
筆
に

か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
書
家
の
松
下
烏
石
（
一
六
九
八
〜
一
七
七
九
）
と
の
親
交
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

第
十
七
代
宗
主　
法
如
上
人
（
一七
〇
七
〜一七
八
九
）

ほ
う
に
ょ
し
ょ
う
に
ん

そ
う
ろ
ん



お
お　

た
に　

ほ
ん　

が
ん　

じ　
　
つ
う　

き
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大
谷
本
願
寺
通
記

十
一
冊
（
他
）　

玄
智
著　

江
戸
時
代
後
期
自
筆　

縦
二
七
・
四×

横
一
九
・
四
㎝
（
等
）

〔
請
求
記
号　

022-28-12

〕

　

本
書
は
、
本
願
寺
派
の
歴
世
宗
主
伝
、
旁
附
法
冑
伝
、
旁
門
略
伝
、
諸
弟
諸
伝
、

近
世
学
侶
伝
、
殿
堂
営
構
、
別
院
縁
由
、
法
事
諸
式
な
ど
の
十
二
部
で
構
成
さ
れ
る
、

当
時
の
真
宗
史
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
（『
真
宗
全
書
』
巻
六
十
八
所
収
）。

天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
閏
正
月
二
二
日
に
法
如
上
人
の
命
を
受
け
た
玄
智
（
一

七
三
四
〜
一
七
九
四
）
が
著
し
た
。
玄
智
は
、本
書
の
他
に
『
考
信
録
』『
非
正
統
伝
』

な
ど
を
著
し
た
、
本
願
寺
派
に
お
け
る
歴
史
の
大
家
で
あ
る
と
同
時
に
、『
教
行
信

証
光
融
録
』（
四
十
巻
、『
真
宗
全
書
』
巻
二
十
四
・
二
十
五
所
収
）
な
ど
、
現
在

で
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
教
学
書
を
遺
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
自
筆
草
稿
本
で
あ
り
、『
真
宗
全
書
』
所
収
本
の
底
本
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
法
如
上
人
の
項
の
十
頁
分
（「
三
月
映
姫
」
か
ら
「
頌
歌
」

ま
で
）
な
ど
、
他
の
伝
写
本
に
見
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
。
そ
の
筆
致
な
ど
か
ら
、

玄
智
の
本
書
に
か
け
る
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。

さ
ん
が
つ
え
い
き

し
ょ
う
か

げ
ん
ち

ぼ
う
ふ
ほ
う
ち
ゅ
う
で
ん　

ぼ
う
も
ん
り
ゃ
く
で
ん
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真
宗
法
要

六
十
七
巻
四
十
八
冊　

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
成
立　

縦
二
七
・
六×

横
一
八
・
九
㎝

〔
請
求
記
号　

022-542-48　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
は
、
親
鸞
聖
人
を
は
じ
め
本
願
寺
歴
代
宗
主
な
ど
が
著
し
た
和
語
の
聖
教

三
十
九
部
を
六
十
七
巻
に
収
め
、
真
偽
を
鑑
別
し
て
真
宗
聖
教
の
統
一
を
は
か
っ

た
本
格
的
な
聖
典
で
あ
る
。
親
鸞
聖
人
五
百
回
忌
法
要
の
記
念
と
し
て
編
纂
さ
れ
、

宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
の
法
如
上
人
の
序
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
の
文
如

上
人
の
跋
を
持
つ
。

　

当
時
の
聖
教
は
、
書
写
や
一
般
書
肆
（
書
店
）
に
よ
る
刊
本
に
よ
っ
て
流
布
し

て
い
た
た
め
、
誤
字
・
脱
字
が
多
く
、
偽
作
も
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
受
け
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
、
月
筌
門
下
で
あ
る
華
蔵
会
の
桂
巌
・
泰

巌
な
ど
が
、
聖
教
を
校
合
し
た
上
で
本
願
寺
の
蔵
版
と
し
て
刊
行
す
る
よ
う
提
案

し
た
。
法
如
上
人
は
こ
れ
を
承
認
し
、
興
正
寺
内
に
校
合
館
を
設
け
て
泰
巌
・
僧
樸
・

道
粋
な
ど
を
作
業
に
当
た
ら
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
事
業
の
進
行
中
に
僧
樸
・

泰
巌
・
道
粋
が
往
生
を
遂
げ
た
た
め
、
泰
巌
の
兄
桂
巌
な
ど
が
作
業
を
引
き
継
い
だ
。

　

そ
し
て
、明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
、三
十
一
帖
六
帙
の
『
真
宗
法
要
』
が
完
成
し
、

翌
年
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
に
依
拠
す
べ
き
聖
典
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
超
然
の
『
真
宗
法
要
典
拠
』
や
曜
慧
の
『
真
宗
法
要
醒
誤
』
な
ど
、
多
く

の
関
連
す
る
書
物
も
著
さ
れ
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
は
小
本
八
冊
と
し

て
再
版
さ
れ
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
は
前
田
慧
雲
に
よ
っ
て
『
真
宗

法
要
拾
遺
』
五
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、『
真
宗
法
要
』
を
作
成
し
た
当
時
の
作
業
原
本
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
一
般
書
肆
か
ら
刊
行
さ
れ
た
刊
本
を
も
と
に
し
て
、

本
願
寺
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
親
鸞
聖
人
直
筆
の
聖
教
や
古
写
本
な
ど
と
比
較
し
訂

正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
確
な
文
を
確
定
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
は
、

『
真
宗
法
要
』
研
究
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

し
ん　
し
ゅ
う　
ほ
う　

よ
う

し
ょ
し

し
ん
し
ゅ
う
ほ
う
よ
う
し
ょ
う
ご

ば
つ



も
ん　

に
ょ
し
ょ
う
に
ん

第
十
八
代
宗
主　
文
如
上
人
（
一七
四
四
〜一七
九
九
）

　

文
如
上
人
は
法
如
上
人
（
一
七
〇
七
〜
一
七
八
九
）
の
長
男
で
、
童
名
を
完
千
代
満
と
称
し
た
が
、
後
に
九

条
尚
実
（
一
七
一
七
〜
一
七
八
七
）
の
猶
子
と
な
っ
て
幸
君
と
改
め
た
。
諱
を
光
暉
、
院
号
を
信
入
院
と
い
う
。

　

幼
少
の
頃
か
ら
病
弱
で
あ
っ
た
が
、
絵
画
・
雅
楽
・
茶
道
・
詩
歌
・
書
道
・
声
明
な
ど
に
意
を
注
ぐ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
宗
・
余
乗
（
真
宗
の
教
義
と
そ
れ
以
外
の
仏
教
教
義
）
を
僧
樸
や
道
粋
・
泰
巌
・
僧
鎔
・

功
存
な
ど
か
ら
教
授
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
真
宗
法
要
』
の
事
業
に
お
い
て
は
諸
本
の
校
合
の
任
に
も
携
わ
り
、

学
林
所
化
（
学
問
を
修
め
る
本
願
寺
の
寮
舎
の
受
講
生
）
に
対
し
て
学
則
を
講
演
す
る
な
ど
、宗
学
面
に
尽
力
し
た
。
な
お
、

文
如
上
人
が
宗
務
を
補
佐
し
て
い
た
時
代
の
自
筆
日
記『

聆
録
』〔
本
願
寺
蔵
、安
永
四（
一
七
七
五
）年
〜
七（
一

七
七
八
）
年
〕
が
現
存
し
て
い
る
。

　

文
如
上
人
が
法
如
上
人
か
ら
法
統
を
継
承
し
た
の
は
、
法
如
上
人
の
示
寂
し
た
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
で

あ
る
。
そ
の
時
、
文
如
上
人
は
四
十
六
才
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
涯
の
大
半
を
法
嗣
と
し
て
過
ご
し
、
宗
主
と
し

て
の
在
職
は
十
年
に
満
た
な
い
。
し
か
し
、
在
職
期
間
に
は
興
正
寺
と
の
不
和
の
是
正
や
天
明
の
大
火
か
ら
の

学
林
の
復
興
、蓮
如
上
人
三
百
回
忌
法
要
の
勤
修
な
ど
、多
く
の
事
業
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
ま
た
、病
弱
で
あ
っ

た
た
め
に
地
方
巡
化
が
困
難
で
あ
っ
た
宗
主
は
、
法
義
に
関
す
る
長
文
の
消
息
を
多
く
発
布
し
て
、
法
義
の
顕

彰
に
力
を
注
い
で
い
る
。
こ
の
他
、
歴
代
宗
主
の
中
で
も
多
分
野
に
秀
で
た
人
物
で
、
書
道
を
松
下
烏
石
か
ら
、

和
歌
を
柳
原
光
綱
か
ら
、
漢
詩
を
僧
樸
か
ら
、
笛
を
岡
右
兵
衛
か
ら
、
声
明
を
香
房
堂
達
か
ら
教
授
さ
れ
、
絵

画
や
茶
道
も
た
し
な
ん
だ
と
い
う
。
な
お
、
自
筆
日
記
『

聆
録
』
や
家
臣
の
業
務
日
誌
『
錦
花
殿
御
次
日
記
』

な
ど
か
ら
、
文
如
上
人
に
は
医
学
の
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
写
字
台
文
庫
に
は
医
学
関
係
の
書
籍

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
父
で
あ
る
法
如
上
人
の
蔵
書
目
録
『
御
風
楼
蔵
書
目
録
』
に
は
医
学
書
が
数
点
し
か

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
如
上
人
は
自
身
が
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
医
学
に
関
心
を
持
ち
、
医
学

書
を
蒐
集
し
、
写
字
台
文
庫
に
収
蔵
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ご
ふ
う
ろ
う
ぞ
う
し
ょ
も
く
ろ
く

き
ん
か
で
ん
お
つ
ぎ
に
っ
き

が
く
り
ん
し
ょ
け

か
ん
れ
い
ろ
く

い
み
な
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和
歌
集

一
巻
一
冊　

編
者
不
詳　

江
戸
時
代
後
期　

縦
二
六
・
九×

横
二
〇
・
一
㎝

〔
請
求
記
号　

911.206-31W
  

写
字
台
文
庫
〕

　

歴
代
の
本
願
寺
宗
主
に
は
和
歌
に
関
す
る
逸
話
が
多
い
。
例
え
ば
、
親
鸞
聖
人

は
出
家
得
度
の
際
に
「
明
日
あ
り
と　

思
ふ
心
の
仇
さ
く
ら　

夜
半
に
嵐
の　

吹

か
ぬ
も
の
か
は
」
と
詠
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
覚
如
上
人
も
『
閑
窓
集
』

を
編
ん
で
、
自
ら
詠
じ
た
和
歌
千
首
を
収
め
た
と
い
う
。
こ
の
他
、
蓮
如
上
人
の

和
歌
も
約
三
百
首
ほ
ど
現
存
し
て
お
り
、
伝
道
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い

う
。

　

本
書
は
、
文
如
上
人
の
和
歌
が
掲
載
さ
れ
た
和
歌
集
で
あ
る
。
文
如
上
人
は
、

文
学
・
文
筆
を
家
業
と
す
る
柳
原
光
綱
か
ら
和
歌
を
教
授
さ
れ
て
い
る
。「
宝
暦
六

年
」「
宝
暦
七
年
正
月
廿
七
日
／
当
座
御
会
」「
宝
暦
九
年
正
月
廿
九
日
／
当
座
御
会
」

な
ど
の
中
表
紙
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
座
に
て
詠
ま
れ
た
作
品
を
集
め
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
文
如
上
人
の
歌
と
し
て
、「
も
み
ぢ
ち
り　

千
種
の
は
な
の　

色
々
も

み
な
白
雪
の　

ふ
ゆ
の
山
々
」（
光
暉
）
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

わ　
　

か　

し
ゅ
う

あ
だ

ち
ぐ
さ

よ　

わ

か
ん
そ
う
し
ゅ
う



ち
ゃ　

げ
ん
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茶
源一

巻
一
冊　

著
者
不
詳　

江
戸
時
代
中
期
写　

縦
一
四
・
五×

横
二
一
・
一
㎝

〔
請
求
記
号　

791-129W
  

写
字
台
文
庫
〕

　

本
願
寺
宗
主
と
茶
湯
と
の
関
係
は
古
く
、
覚
如
上
人
の
時
代
か
ら
史
料
に
か
い

ま
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
歴
代
宗
主
に
受
け
継
が
れ
、
織
田
信
長
か
ら
和
睦
の
証

と
し
て
顕
如
上
人
に
贈
ら
れ
た
と
伝
え
る
茶
器
「
一
文
字
」
は
有
名
で
良
如
上
人

の
時
代
に
は
、
茶
頭
と
し
て
藪
内
家
が
出
仕
す
る
よ
う
に
な
り
、
藪
内
家
を
通
し
て
、

茶
湯
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
。
特
に
文
如
上
人
は
茶
道
に
深
い
関
心
を
寄
せ

た
宗
主
と
し
て
知
ら
れ
、
藪
内
家
と
の
交
際
に
つ
い
て
も
宗
主
の
自
筆
日
記
『

聆
録
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
文
如
上
人
は
藪
内
家
初
代
の
年
忌
法
要
に
は
金
品

を
贈
り
、
藪
内
家
で
の
利
休
の
二
百
回
忌
法
要
に
は
漢
詩
を
贈
り
、
藪
内
家
六
代

目
紹
知
宗
竪
か
ら
『
茶
法
口
義
』
二
冊
の
伝
授
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
は
、
文
如
上
人
の
別
号
で
あ
る
「
悠
悠
子
」
が
末
尾
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
如
上
人
の
所
持
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
悠
悠
子
」

は
、
詩
歌
や
絵
画
を
も
の
し
た
際
に
用
い
た
号
と
い
う
。
本
書
の
内
容
は
茶
道
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
如
上
人
と
茶
道
と
の
関
係
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 や

ぶ
の
う
ち
け

い
ち
も
ん
じ

か
ん

れ
い
ろ
く

ち
ゃ
ほ
う
こ
う
ぎ
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格
致
余
論

一
巻
一
冊　
（
元
）
朱
震
亨
撰　

明
代
刊　

縦
二
五
・
三×

横
一
五
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

690.9-303W

　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
は
中
国
の
朱
震
亨
（
一
二
八
一
〜
一
三
五
八
）
が
著
し
た
医
書
で
あ
る
。

朱
震
亨
は
字
を
彦
修
と
い
い
、
金
・
元
時
代
に
活
躍
し
た
漢
方
医
で
あ
る
金
元
四

大
家
（
劉
完
素
・
張
子
和
・
李
東
垣
・
朱
震
亨
）
の
一
人
で
、
日
本
に
お
い
て
も

重
要
視
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
至
正
七
（
一
三
四
七
）
年
に
記
さ
れ
た
序
が
あ
り
、

こ
れ
が
本
書
の
成
立
年
代
と
推
測
さ
れ
る
。
本
書
の
中
に
は
、
儒
学
を
下
敷
き
に

し
た
医
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
〇
七
〜
一
五
九
四
）
が
取

り
入
れ
て
日
本
で
普
及
し
、
江
戸
時
代
前
期
を
中
心
に
し
て
多
く
の
刊
本
や
注
釈

書
が
著
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
医
学
書
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
す
る
も
の
に
は
、
長
方
形
の
写
字
台
蔵
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
写
字

台
文
庫
に
は
、
同
じ
蔵
印
が
押
さ
れ
た
医
学
書
が
八
十
五
点
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
多
く
は
文
如
上
人
の
時
代
に
収
集
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
上
人
の
手

に
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
合
点
や
上
欄
へ
の
註
記
な
ど
も
書

き
込
ま
れ
て
い
る
。

か
く　

ち　
　

よ　
　
ろ
ん

あ
ざ
な

し
ゅ
し
ん
こ
う

ま

な

せ
ど
う
さ
ん



か
く　

ち　
　

よ　
　
ろ
ん　

こ
う　
　
ぎ
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格
致
余
論
講
義

一
巻
一
冊　

松
岡
玄
達
録　

江
戸
時
代
中
期
自
筆　

縦
二
三
・
七×

横
一
七
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

690.9-338　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
は
中
国
の
朱
震
亨
（
一
二
八
一
〜
一
三
五
八
）
が
著
し
た
医
書
『
格
致
余
論
』

を
、
江
戸
時
代
前
期
の
医
者
で
あ
る
浅
井
周
伯
（
一
六
四
三
〜
一
七
〇
五
）
が
講

義
し
た
も
の
を
、松
岡
玄
達
（
一
六
六
八
〜
一
七
四
六
）
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

写
字
台
文
庫
に
は
玄
達
自
筆
本
が
十
部
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
玄
達
は
、
儒
学
を
山

崎
闇
斎
・
伊
藤
仁
斎
に
学
び
、
本
草
学
を
稲
生
若
水
に
学
ん
だ
本
草
学
者
で
、
そ

の
名
を
冠
す
る
書
は
八
十
部
ほ
ど
あ
り
、
儒
学
・
神
道
・
医
学
・
本
草
学
な
ど
多

分
野
に
渡
っ
て
い
る
。

　

医
学
の
知
識
は
、
原
則
と
し
て
無
断
で
門
外
へ
流
出
す
る
よ
う
な
性
格
の
も
の

で
は
な
い
。
玄
達
の
死
後
、
門
下
生
た
ち
に
よ
っ
て
遺
稿
は
管
理
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
そ
の
門
下
生
た
ち
の
死
に
と
も
な
い
、
玄
達
の
遺
稿
も
流
出
し
た
と
さ
れ
る
。

文
如
上
人
は
医
学
に
対
す
る
関
心
が
深
く
、
写
字
台
文
庫
に
は
上
人
の
時
代
に
収

集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
八
十
五
点
の
医
学
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
本
書
は
文
如
上
人
が
医
学
書
を
収
集
す
る
過
程
で
写
字
台
文
庫
に
収

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 い

の

う
じ
ゃ
く
す
い

や
ま

ざ
き
あ
ん
さ
い



　

本
如
上
人
は
、
文
如
上
人
の
次
男
で
、
童
名
を
孟
丸
、
諱
を
光
摂
、
院
号
を
信
明
院
と
い
う
。
本
如
上
人
は

容
姿
端
麗
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
文
如
上
人
と
共
に
江
戸
へ
下
向
し
た
際
、
諸
人
が

賛
美
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に
、
文
如
上
人
が
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
り
継

職
し
た
。
本
如
上
人
の
事
績
と
し
て
は
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
に
、
大
規
模
な
教
義
論
争
で
あ
っ
た
三
業

惑
乱
の
裁
断
書
で
あ
る
『
御
裁
断
申
明
書
』『
御
裁
断
御
書
』
を
発
布
し
た
こ
と
や
、
興
正
寺
と
の
紛
擾
の
解
決
、

御
影
堂
の
修
復
事
業
の
完
遂
、
親
鸞
聖
人
五
百
五
十
回
忌
法
要
の
勤
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

本
如
上
人
は
余
技
に
明
る
く
、
詩
歌
・
茶
道
・
陶
芸
・
雅
楽
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
絵
画
へ

の
造
詣
が
深
く
、
吉
村
孝
敬
に
師
事
し
、
画
家
の
応
挙
・
呉
春
・
吉
村
蘭
州
・
吉
村
孝
政
・
皆
川
淇
園
な
ど
と

交
遊
が
あ
っ
た
と
い
う
。
本
願
寺
書
院
の
障
壁
画
の
内
、
檜
の
間
・
芙
蓉
の
間
・
浪
の
間
は
吉
村
孝
敬
、
耕
作

の
間
は
呉
春
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
親
交
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
本
如
上
人
は「
碧
山
」ま
た
は「
不
捨
」

と
号
し
て
絵
画
を
し
た
と
い
う
。

第
十
九
代
宗
主　
本
如
上
人
（
一七
七
八
〜一八
二
六
）

ほ
ん　

に
ょ
し
ょ
う
に
ん

い
み
な

ご
さ
い
だ
ん
し
ん
め
い
し
ょ

ご
さ
い
だ
ん
の
ご
し
ょ

ふ
ん
じ
ょ
う

わ
く
ら
ん

さ
ん
ご
う

み
な
が
わ
き
え
ん



か　

ち
ょ
う　

ず　
　
　
　

ひ
ょ
う　

の　
　

ず
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花
鳥
図
・
瓢
之
図

各
一
幅　

本
如
上
人
画　

江
戸
時
代
後
期　

縦
九
二
・
〇×

横
三
四
・
八
㎝
（
花
鳥
図
）
、

縦
一
〇
〇
・
〇×

横
三
六
・
〇
㎝
（
瓢
之
図
）

〔
請
求
記
号　

021.1-158-1

（
花
鳥
図
）
、024.1-175-1

（
瓢
之
図
）
〕

　

本
如
上
人
は
絵
画
へ
の
造
詣
が
深
く
、「
花
鳥
図
」「
瓢
之
図
」
い
ず
れ
も
上
人

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
如
上
人
の
号
「
碧
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

花鳥図 瓢之図



本
願
寺
宗
主
と
諸
典
籍
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草
子
之
目
錄

一
冊　

寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
書　

縦
二
八
・
五×

横
二
一
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

022-99-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

娯
楽
的
な
本
で
あ
る
草
子
（
草
紙
）
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
た
『
草
子
之
目
録
』
は
、

寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
に
作
成
さ
れ
た
。
目
録
の
日
付
か
ら
、
第
十
三
代
宗

主
良
如
上
人
（
一
六
一
三
〜
一
六
六
二
）
の
時
代
に
あ
た
る
。
こ
の
頃
の
蔵
書
の

一
記
録
と
し
て
、
和
歌
や
物
語
を
中
心
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
目
録
に
は
、
作
成
年
次
が
明
ら
か
で
な
い
『
御
書
物
日
記
』
が
合
綴

さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
別
書
物
で
あ
っ
た
も
の
が
、
龍
谷
大
学
に
下
付
さ
れ
た
後
、

一
緒
に
綴
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う　

し　
　

の　
　
も
く　

ろ
く

ご
し
ょ
も
つ
に
っ
き

が
っ
て
つ
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西
御
文
庫
御
道
具
入
日
記

一
冊　

延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
書　

縦
三
〇
・
〇×

横
二
〇
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

022-349-1

〕

　

第
十
四
代
宗
主
寂
如
上
人（
一
六
五
一
〜
一
七
二
五
）の
時
代
で
あ
る
延
宝
五（
一

六
七
七
）
年
に
、
本
願
寺
所
蔵
の
道
具
類
・
書
物
類
を
一
括
し
て
記
載
し
た
の
が

本
目
録
で
あ
る
。
西
御
文
庫
の
一
階
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
五
つ
の
長
持
と
そ
の

中
身
で
あ
る
道
具
類
・
書
物
類
、
併
せ
て
二
階
に
あ
っ
た
道
具
類
・
書
物
類
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
道
具
類
と
書
物
類
の
明
確
な
区
別
な
し
に
管
理
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

に
し　

ご　
　

ぶ
ん　
　
こ　
　

お　
　

ど
う　
　
ぐ　
　
い
れ　

に
っ　
　
き



ご　
　
し
ょ　

も
つ　

む
し
は
ら
い　

し
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御
書
物
虫
払
誌

二
冊　

文
化
六
年
・
七
年
（
一
八
〇
九
〜
一
八
一
〇
）
書　

縦
二
二
・
五×

横
一
五
・
八
㎝

〔
請
求
記
号　

201.7-2-2　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
は
、
文
化
六
年
か
ら
七
年
（
一
八
〇
九
〜
一
八
一
〇
）
に
か
け
て
行
わ
れ

た
書
物
の
虫
払
い
の
記
録
で
あ
る
。
第
十
九
代
宗
主
本
如
上
人
（
一
七
七
八
〜
一

八
二
七
）
の
時
代
に
あ
た
る
。

　

二
冊
か
ら
な
り
、
第
一
冊
目
に
よ
る
と
文
化
六
年
七
月
に
、
第
二
冊
目
に
よ
る

と
文
化
七
年
二
月
に
虫
払
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

各
冊
に
虫
払
い
さ
れ
た
書
物
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
冊
目
に
は
小
説
・
画
譜
・

文
学
・
歴
史
書
な
ど
が
、
第
二
冊
目
に
は
漢
籍
を
中
心
と
し
た
史
書
・
医
書
・
諸

子
百
家
の
書
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
察
す
る
に
全
蔵
書
を
い
く
つ
か

に
分
け
て
虫
払
い
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
り
、
幕
末
に
写
字
台
文
庫
が
整
理
さ
れ
る
以
前
の
本
願
寺

の
蔵
書
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
他
、
蔵
書
管
理
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と

も
で
き
る
。
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広
如
上
人
御
影

一
幅　

制
作
者
不
詳　

明
治
前
期
頃
画　

縦
一
七
七
・
五×

横
六
三
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

021.1-143-1

〕

　

第
二
十
代
宗
主
で
あ
る
広
如
上
人
（
一
七
九
八
〜
一
八
七
一
）
は
文
政
九
（
一

八
二
六
）
年
、
第
十
九
代
宗
主
本
如
上
人
の
遷
化
に
よ
り
継
職
し
、
財
政
再
建
を

図
る
と
と
も
に
、
幕
末
維
新
期
の
教
団
運
営
を
指
導
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
そ
れ
ま
で
の
歴
代
宗
主
が
所
蔵
し
て
い
た
書
物
を
、

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
か
ら
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
ま
で
十
年
掛
か
り
で
整

理
さ
せ
、「
写
字
台
文
庫
」
と
名
付
け
て
、
本
願
寺
の
子
弟
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

こ
う　

に
ょ　
し
ょ
う
に
ん　
　
み　
　
え
い



み
ょ
う

に
ょ
し
ょ
う
に
ん　
　
み　
　
え
い
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明
如
上
人
御
影

一
幅　

製
作
者
不
詳　

明
治
末
期
頃
画　

縦
一
九
九
・
三×

横
七
六
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

021.1-174-1

〕

　

第
二
十
一
代
宗
主
で
あ
る
明
如
上
人
（
大
谷
光
尊
師
、
一
八
五
〇
〜
一
九
〇
三
）

は
、
幕
末
維
新
期
の
困
難
な
状
況
の
中
で
、
第
二
十
代
広
如
上
人
を
補
佐
し
、
明

治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
継
職
し
た
。
学
僧
で
あ
っ
た
島
地
黙
雷
（
一
八
三
八
〜

一
九
一
一
）
ら
を
海
外
視
察
に
派
遣
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
・
教
育
事
情
を
学

ん
で
、
教
団
組
織
の
近
代
的
再
編
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
内
外
の
開
教
に

も
尽
力
し
た
。

　

本
学
に
は
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
と
同
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
の

二
回
に
わ
た
り
、
本
願
寺
よ
り
「
写
字
台
文
庫
」
が
寄
贈
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、

明
如
上
人
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
龍
谷
大
学
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
教
育
・
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

し
ま
じ
も
く
ら
い
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重
訂
釐
正
写
字
台
蔵
書
目
録

九
冊　

安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
浄
書　

縦
二
二
・
八×

横
一
六
・
四
㎝

〔
請
求
記
号　

201.7-14-9　

写
字
台
文
庫
〕

　

本
願
寺
歴
代
宗
主
の
蔵
書
は
年
々
増
加
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
幕
末
頃
に
は

所
在
不
明
の
蔵
書
が
多
く
な
り
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
第
二
十
代
宗
主
で
あ
る
広

如
上
人
は
、
弘
化
三
（
一
八
四
八
）
年
か
ら
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
か
け
て

家
臣
に
命
じ
蔵
書
の
調
査
と
整
理
を
行
わ
せ
、
目
録
を
作
成
さ
せ
た
。

　

本
目
録
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
浄
書
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
、
前

身
と
な
る
『
写
字
台
文
庫
目
録
』
な
ど
が
あ
り
、
調
査
と
整
理
の
過
程
で
修
正
が

行
わ
れ
て
、
本
目
録
の
完
成
に
至
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

龍
谷
大
学
に
現
存
す
る
こ
れ
ら
写
字
台
文
庫
の
目
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
欠
本
が
あ

り
完
全
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
を
補
い
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
当
時

の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
関
係
書
籍
一
四
〇
九
六
冊
、
そ
の
他
の
書

籍
二
八
〇
五
八
冊
、
合
計
四
二
一
五
四
冊
と
な
る
。

じ
ゅ
う　

て
い　
　
り　
　
せ
い　

し
ゃ　

じ　
　
だ
い　

ぞ
う　

し
ょ　

も
く　

ろ
く



し
ゃ　

じ　
　
だ
い　

ぶ
ん　
　
こ　
　

も
く　

ろ
く　

て
い　

そ
く
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写
字
台
文
庫
目
録
定
則

一
巻　

平
厳
（
大
喜
多
左
司
馬
）
著　

安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年
書　

縦
二
八
・
三×

横
二
〇
・
二
㎝

〔
請
求
記
号　

024.1-280-1　

新
写
字
台
文
庫
〕

　

本
願
寺
第
二
十
代
宗
主
広
如
上
人
に
よ
る
蔵
書
の
分
類
・
整
理
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
、
本
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
整
備
さ
れ
た
文
庫
を
よ
り
一
層
活
用

す
る
た
め
、
目
録
に
関
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
庫
の
運
用
全
般
に
つ
い
て

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
五
項
目
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
、
由
緒
あ
る
蔵
書
を
大
事
に
す
べ
き
こ
と

　

二
、
書
物
の
虫
干
し
の
時
期
に
関
す
る
こ
と

　

三
、
図
書
の
出
納
に
関
す
る
こ
と

　

四
、
新
規
入
蔵
書
の
分
類
に
関
す
る
こ
と

　

五
、
図
書
の
借
用
に
関
す
る
こ
と

　

こ
れ
は
、
宗
主
の
文
庫
で
あ
る
「
写
字
台
文
庫
」
の
重
要
性
を
主
張
す
る
反
面
、

一
定
の
規
則
を
設
け
て
帯
出
の
自
由
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
主
の
私
的
な

文
庫
が
、
宗
門
を
中
心
と
し
た
半
ば
公
的
な
文
庫
へ
と
発
展
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
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写
字
台
蔵
書
御
下
附
目
録

一
巻
一
冊　

編
者
不
詳　

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
書   

縦
二
四
・
五×

横
一
六
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

201.7-10-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

写
字
台
文
庫
は
、
明
治
時
代
に
入
り
、
第
二
十
一
代
宗
主
明
如
上
人
の
意
向
に

よ
り
、龍
谷
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
第
一
回
目
は
、明
治
二
十
五（
一
八
九
二
）

年
に
、
ま
ず
十
九
函
が
、
龍
谷
大
学
の
前
身
で
あ
る
学
林
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の

時
の
正
確
な
部
数
・
冊
数
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、第
二
回
目
の
明
治
三
十
七
（
一

九
〇
四
）
年
の
寄
贈
に
際
し
て
は
、
本
書
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
は
っ
き
り

と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
総
数
は
二
七
三
九
部
、
一
一
六
四
九

冊
で
あ
り
、
最
初
の
十
九
函
分
を
合
わ
せ
る
と
、
寄
贈
さ
れ
た
写
字
台
文
庫
の
総

数
は
、
お
よ
そ
三
万
冊
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
表
紙
に
は
「
佛
教
大
学
図
書
館
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
龍
谷
大
学

の
名
称
が
佛
教
大
学
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
に
佛
教
大
学
か
ら
龍
谷
大
学
に
改
称
し
た
。

し
ゃ　

じ　
　
だ
い　

ぞ
う　

し
ょ　

お
ん　
　
か　
　

ふ　
　
も
く　

ろ
く



と
う　

か
い　

ど
う　

さ
い　

け
ん　
　
ず　
　
　
　
　

さ
い　

か
い　

り
く　

さ
い　

け
ん　
　
ず
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東
海
道
細
見
図　

西
海
陸
細
見
図

四
帖　

享
保
以
降
刊　

第
一
帖
縦
三
四
・
〇×

横
五
一
五
・
一
㎝　

第
二
帖
縦
三
三
・
八×

横
五
四
六
・
二
㎝

第
三
帖
縦
三
三
・
八×

横
三
六
三
・
八
㎝　

第
四
帖
縦
三
四
・
〇×

横
三
六
四
・
七
㎝

〔
請
求
記
号　

023.2-9-4　

写
字
台
文
庫
〕

　

江
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
道
中
図
で
あ
り
、
前
半
の
二
帖
が
東
海
道
、
後
半
の
二

帖
が
西
海
道
と
な
っ
て
い
る
。
東
海
道
部
分
は
余
白
に
名
所
や
里
程
の
記
述
が
あ

り
、
西
海
道
部
分
は
海
路
の
距
離
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
と
同
じ
く
、
多
摩
川
に
架
け
ら
れ
た
六
郷
橋

の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
以
降
の
補
修

本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
比
較
す
る
と
表
紙
見
返
し
部
分
や
各
図
の
色
使
い
が

異
な
っ
て
お
り
、
刷
ら
れ
た
時
期
に
差
が
見
う
け
ら
れ
る
。
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読
史
余
論

三
巻　

新
井
白
石
著　

安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
写　

縦
二
二
・
八×

横
一
六
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

410.04-67-3

〕

　

摂
関
政
治
の
開
始
か
ら
江
戸
幕
府
の
成
立
に
至
る
ま
で
を
、
和
文
の
編
年
体
（
年

月
の
順
を
追
っ
て
史
実
を
記
し
た
も
の
）
で
記
述
し
た
歴
史
書
。
こ
の
書
は
、
新

井
白
石
が
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
の
侍
講
と
し
て
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
日

本
の
沿
革
や
古
今
の
治
乱
に
つ
い
て
講
義
を
し
た
際
の
草
稿
が
も
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
白
石
の
門
人
土
肥
元
成
が
清
書
、
さ
ら
に
白
石
の
末
子
宣
卿
ら
が
書

写
し
た
も
の
に
、
白
石
が
跋
文
（
あ
と
が
き
）
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
白
石
独
特
の
考
え
に
基
づ
い
た
時
代
区
分
が
な
さ
れ
、
武
家
政
治
成

立
の
過
程
を
明
快
に
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
正
し
い
者
は
栄

え
そ
れ
に
反
し
た
者
は
滅
び
る
と
い
う
儒
教
的
倫
理
思
想
で
あ
り
、
為
政
者
の
た

め
の
教
訓
的
な
史
書
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

な
お
、
本
書
は
書
き
込
み
が
多
数
あ
り
、
当
時
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

と
く　

し　
　

よ　
　

ろ
ん

ば
つ
ぶ
ん



か
い　

が
い　

し
ん　
　
わ

み
つ
く
り
げ
ん　
ぽ

み
ね
た
ふ
う
こ
う

み
ね
た
の
り
と
し

ひ　

ひ　
は
ん
き
ょ
う
け
ん
ぶ
ん
ろ
く
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海
外
新
話

五
巻　

嶺
田
楓
江
著　

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
刊　

縦
二
六
・
〇×

横
一
八
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

422.06-16-5　

写
字
台
文
庫
〕

　
『
海
外
新
話
』
は
、
清
と
イ
ギ
リ
ス
が
争
っ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
〜
一
八

四
二
）
の
顚
末
を
庶
民
向
け
に
著
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
嶺
田
楓
江
（
一

八
一
七
〜
一
八
八
三
）
は
、
丹
後
国
田
辺
藩
士
、
嶺
田
矩
俊
の
次
男
と
し
て
江
戸

に
生
ま
れ
た
。
昌
平
黌
で
儒
学
を
修
め
、
箕
作
阮
甫
（
一
七
九
九
〜
一
八
六
三
）

に
蘭
学
を
学
び
、
諸
国
を
遊
歴
し
て
蝦
夷
地
に
も
赴
き
、
北
方
警
備
の
必
要
性
を

主
張
し
た
。

　

楓
江
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
事
情
を
詳
述
し
て
、
日
本
に
迫
る
外
圧
に
対
す
る
認
識

を
深
め
よ
う
と
し
て
、『
夷
匪
犯
疆
聞
見
録
』
を
も
と
に
平
易
な
文
に
改
め
、
橋
本

貞
秀
の
挿
絵
を
加
え
た
読
本
に
仕
立
て
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
江
戸
で
出

版
し
た
。
し
か
し
、
海
外
事
情
が
一
般
に
流
布
す
る
こ
と
を
是
と
し
な
か
っ
た
幕

府
の
目
に
と
ま
り
、
出
版
手
続
き
の
不
備
を
理
由
に
絶
版
処
分
を
受
け
、
楓
江
自

身
も
三
年
に
及
ん
で
投
獄
さ
れ
た
う
え
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
か
ら
の
追
放
刑
で

あ
る
三
都
所
払
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
本
書
に
対
す
る
需
要
は
多
く
、
絶

版
処
分
後
も
幕
府
の
目
を
盗
ん
で
重
刊
さ
れ
、『
海
外
新
話
拾
遺
』・『
海
外
余
話
』

な
ど
の
類
書
も
多
く
刊
行
さ
れ
た
。

　

写
字
台
文
庫
に
は
、
本
書
の
他
、『
海
外
新
話
拾
遺
』・『
海
外
余
話
』
も
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
本
願
寺
で
も
幕
府
の
統
制
を
知
り
な
が
ら
、
海
外
事
情
に
注
目
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

え　

ぞ
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絵
本
太
閤
記

初
編
至
六
編
七
十
二
巻　

武
内
確
斎
著　

岡
田
玉
山
画　

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
〜
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
刊　

縦
二
二
・
五×

横
一
五
・
七
㎝

〔
請
求
記
号　

913.65-19W
-72  

写
字
台
文
庫
〕

　

文
章
の
読
み
や
す
さ
と
絵
の
面
白
さ
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
大
衆
に
豊
臣
秀

吉
伝
説
を
定
着
さ
せ
た
作
品
。
当
時
の
民
衆
は
、
内
容
の
真
偽
を
判
断
す
る
手
段

が
他
に
な
か
っ
た
た
め
、
伝
説
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
真
実
と
し
て
、
豊
臣
秀

吉
が
大
衆
化
さ
れ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
『
絵
本
太
閤
記
』
が
完
成
し
た
三
年
後
の
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
、
豊
臣
氏

関
係
の
出
版
統
制
に
よ
り
、
幕
府
か
ら
絶
版
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
幕
府
は
、
出
版
に
つ
い
て
、
德
川
将
軍
家
に
関
わ
る
写
本
の
書
名
、
大
名
・

旗
本
に
関
わ
る
事
柄
は
、
名
称
す
ら
避
け
る
姿
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
『
絵
本
太
閤
記
』
で
は
、
秀
吉
の
活
躍
の
他
、
家
臣
達
の
活
躍
も
描
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
子
孫
の
大
名
や
旗
本
に
も
関
わ
る
書
物
と
し
て
絶
版
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。（
佐
藤
悟
「
文
化
元
年
の
出
板
統
制
と
考
証
随
筆
」『
文
学
』
八
巻
三
号
）

え　
　
ほ
ん　

た
い　

こ
う　
　
き



え　
　
ほ
ん　

さ
ん　

ご
く　

し
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絵
本
三
国
志

十
冊　

桂
源
吾
宗
信
画　

天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
刊　

縦
二
二
・
八×

横
一
六
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

913.65-25-9　

写
字
台
文
庫
〕

　

中
国
の
三
国
時
代
を
扱
っ
た
『
三
国
志
演
義
』
の
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
項
目

別
に
記
し
た
本
。
項
目
ご
と
に
、エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
シ
ー
ン
が
絵
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

掲
載
頁
は
、『
三
国
志
演
義
』
の
名
場
面
の
一
つ
で
あ
る
桃
園
の
誓
い
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
左
側
の
人
物
が
劉
備
で
あ
り
、
右
側
が
関
羽
と
張
飛
で
あ
る
。
三

人
は
こ
の
誓
い
に
よ
り
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
で
生
死
を
共
に
す
る
宣
言
を
行
な

い
、
三
国
の
一
つ
で
あ
る
蜀
を
建
国
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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伊
勢
物
語

一
巻
一
冊　

著
者
不
詳　

延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
刊　

縦
二
六
・
二×

横
一
八
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

913.32-1-1　

写
字
台
文
庫
〕

　
『
伊
勢
物
語
』
は
、
理
想
の
男
性
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
主
人
公
の
恋
愛
話
を
中

心
に
、
一
代
記
風
の
構
成
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
は
在
原
業
平
と
言
わ

れ
て
い
て
、『
在
五
が
物
語
』、『
在
五
中
将
の
日
記
』と
も
呼
ば
れ
た（「
在
五（
中
将
）」

は
業
平
の
こ
と
）。

　

作
者
、
成
立
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
見
識
と
文
才
の
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
な
ど
後
代
の
作
品
に
も
影
響
を
与
え
、

『
伊
勢
物
語
』
を
題
材
に
し
た
絵
や
工
芸
品
、
小
説
な
ど
も
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た
。

い　
　

せ　
　

も
の　
が
た
り



し　

じ
ゅ
う
に
ん
し
ゅ
う
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四
十
人
集

四
十
冊　

江
戸
後
期
写　

縦
二
七
・
二×

横
二
〇
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

022-591-40　

寫
字
臺
文
庫
〕

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
歌
人
四
十
一
人
の
歌
集
を
集
成
し
た
叢
書
。
す
な
わ
ち
、
定
頼
家
集
・

源
賢
法
眼
集
・
本
院
侍
従
集
・
雅
兼
集
・
顕
輔
集
・
海
人
手
古
良
集
（
師
氏
集
）・
故
侍
中
金
吾
家
集
（
頼
実
集
）・

典
侍
為
子
集
・
相
模
集
・
在
良
集
・
弁
乳
母
集
・
橘
為
仲
集
・
成
仲
集
・
国
基
集
・
御
堂
関
白
道
長
集
・
小
馬
命
婦
集
・

六
條
修
理
大
夫
顕
季
集
・
大
弐
集
・
赤
染
衛
門
集
・
忠
盛
集
・
聖
廟
御
詠
・
相
如
集
・
伊
勢
大
輔
集
・
紫
式
部
集
・

兼
澄
集
・
康
資
王
母
家
集
・
元
良
親
王
集
・
長
能
集
・
惟
宗
広
言
集
・
恵
慶
集
・
待
賢
門
院
堀
川
集
・
道
成
集
・

西
宮
左
大
臣
高
明
集
・
実
方
集
・
馬
内
侍
集
・
一
宮
紀
伊
集
・
山
田
法
師
集
・
兼
行
集
・
清
慎
公
集
・
和
泉
式
部
集
・

大
江
千
里
集
で
あ
る
。
当
該
本
の
大
部
分
は
、
小
沢
蘆
庵
の
門
人
お
よ
び
知
人
が
書
写
し
、
蘆
庵
が
仮
名
遣
い

や
誤
写
等
を
訂
正
し
、
校
合
し
た
も
の
。
蘆
庵
本
『
歌
合
部
類
』
と
共
に
和
歌
資
料
と
し
て
貴
重
。
な
お
、『
龍

谷
大
学
善
本
叢
書
十
八　

四
十
人
集
』（
家
郷
隆
文
編
）
に
当
該
本
の
影
印
を
収
め
る
。

あ　
ま
の
て　

こ　
ら
し
ゅ
う

て
ん
じ
た
め
こ
し
ゅ
う

そ
う
し
ょ
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芭
蕉
門
伝
二
十
五
ヶ
条

二
巻　

写
本　

伝
芭
蕉
著　

延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
蛙
掌
写　

縦
二
七
・
〇×

横
一
九
・
七
㎝

〔
請
求
記
号　

911.407-12-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

松
尾
芭
蕉
は
江
戸
時
代
前
期
（
元
禄
期
）
の
俳
人
で
、
俳
諧
を
新
し
い
芸
術
と

し
て
創
り
上
げ
た
。
本
書
は
、
そ
の
芭
蕉
か
ら
門
人
へ
の
俳
諧
に
関
す
る
教
え
が

記
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
十
五
条
、
下
巻
十
条
か
ら
な
り
、
上
巻
で
は
、
俳
諧
の
道
、

俳
諧
文
字
、
変
化
の
伝
な
ど
、
下
巻
で
は
、
趣
向
の
実
伝
、
恋
の
句
に
つ
い
て
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ば　

し
ょ
う　
も
ん　

で
ん　
　
に　

じ
ゅ
う　

ご　
　

か　

じ
ょ
う



し
ょ
く
に
ん
づ
く
し
う
た
あ
わ
せ
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職
人
尽
歌
合

三
冊　

明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
刊　

縦
二
四
・
三×

横
一
七
・
七
㎝

〔
請
求
記
号　

911.29-24W
-3　

写
字
台
文
庫
〕

　

別
名
、『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
と
も
い
う
。
職
人
歌
合
が
成
立
し
た
の
は
十
四

世
紀
か
ら
十
六
世
紀
で
、
職
人
を
左
右
に
分
け
て
歌
を
競
わ
せ
、
判
者
が
優
劣
を

定
め
る
と
い
う
歌
合
の
展
開
の
中
に
、
職
人
像
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
本
書
は
恋

と
月
と
を
歌
題
と
し
て
、
七
十
一
番
百
四
十
二
人
と
い
う
多
数
の
職
人
を
収
載
し
、

上
・
中
・
下
の
三
冊
か
ら
な
る
。
絵
は
土
佐
光
信
が
描
き
、
大
納
言
和
長
が
歌
詞

を
書
い
た
と
『
群
書
類
従
』
に
記
し
て
あ
る
。
こ
の
歌
合
の
図
は
、
室
町
時
代
産

業
文
化
の
実
態
を
示
す
職
人
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
風
俗
資
料
と
し
て
極
め
て
貴

重
で
あ
る
。
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絵
本
百
鬼

三
巻　

鳥
山
石
燕
画　

安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
刊　

縦
二
二
・
五×

横
一
五
・
七
㎝

〔
請
求
記
号　

913.64-4W
-3  

写
字
台
文
庫
〕

　

別
称
を
『
絵
本
百
鬼
夜
行
』『
百
鬼
夜
行
』
と
も
い
う
。
古
く
よ
り
、「
百
鬼
夜
行
」

と
い
わ
れ
、
夜
間
、
い
ろ
い
ろ
な
妖
怪
が
列
を
な
し
て
出
て
歩
く
と
い
う
迷
信
が

あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
後
期
に
大
量
に
出
版
さ
れ
、「
百

鬼
夜
行
」
と
い
え
ば
「
妖
怪
の
本
」
を
表
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
写
字
台
文
庫
内
に

い
わ
ば
妖
怪
図
鑑
と
も
い
え
る
こ
の
よ
う
な
書
物
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
大

変
興
味
深
い
。
鳥
山
石
燕
（
一
七
一
二
〜
一
七
八
八
）
の
描
く
本
書
は
、
上
・
中
・

下
の
三
冊
か
ら
な
り
、
ろ
く
ろ
く
び
、
や
ま
び
こ
、
河
童
、
ひ
ょ
う
す
べ
等
、
現

在
で
も
耳
に
す
る
妖
怪
が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

掲
載
の
頁
に
は
「
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
商
人
の
よ
う
な
格
好

を
し
た
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
は
、
人
々
が
せ
わ
し
な
く
し
て
い
る
夕
方
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
や
っ
て
き
て
は
、
勝
手
に
家
の
中
に
あ
が
り
こ
み
、
座
敷
で
お
茶
な
ど
を

飲
む
。
ま
る
で
自
分
の
家
で
あ
る
か
の
よ
う
に
入
っ
て
く
る
た
め
、
人
は
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
と
も
か
く
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
ぬ
ら
り
く
ら
り
と

し
た
妖
怪
で
あ
る
。

え　
　
ほ
ん　

ひ
ゃ
っ

き

ひ
ゃ
っ
き
や
ぎ
ょ
う

と
り
や
ま
せ
き
え
ん



し
ょ　

ぎ　

し
ょ
う　

ず
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諸
儀
象
図

二
帖　

百
七
十
七
図　

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
撰　

江
戸
後
期
写　

折
本　

縦
三
三
・
八×

横
一
六
・
八
㎝

〔
請
求
記
号　

609-9W
-2　

写
字
台
文
庫
〕

　

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
（V

erbiest,Ferdinand 

中
国
名
・

南
懐
仁　

一
六
二
三
〜
一
六
八
八
）
は
、
中
国
に
お
い
て
康
煕
帝
に
天
文
学
・
数

学
を
進
講
し
、
天
文
観
測
の
諸
器
を
つ
く
り
、
北
京
観
象
台
に
て
地
理
、
地
質
、

天
文
に
つ
い
て
論
じ
た
人
物
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
生
ま
れ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
も

あ
っ
た
た
め
、
西
洋
の
知
識
を
伝
え
、
西
洋
暦
採
用
の
端
緒
を
も
開
い
た
。

　

本
書
は
天
文
に
関
係
す
る
諸
儀
の
図
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
観
象
台
図
や
黄
道

儀
、
赤
道
儀
、
天
体
儀
、
渾
天
儀
な
ど
の
図
が
全
体
で
百
七
十
七
図
あ
る
。

な
ん
か
い
じ
ん

こ
う
き　
て
い
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平
天
儀

一
冊　

岩
橋
嘉
孝
（
善
兵
衛
）
作　

享
和
頃
刊　

縦
二
八
・
五×

横
二
五
・
五
㎝

〔
請
求
記
号　

643-3W
-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

平
天
儀
と
は
、
星
の
位
置
を
地
図
の
よ
う
に
平
面
図
上
に
記
し
た
星
図
の
こ
と

で
あ
る
。
享
和（
一
八
〇
一
〜
一
八
〇
四
）の
頃
、大
坂
泉
南
の
人
、岩
橋
善
兵
衛（
諱

嘉
孝
、
通
称
巌
橋
氏
、
号
耕

堂
、
一
七
五
六
〜
一
八
一
一
）
が
平
天
儀
な
る
装

置
を
製
作
し
た
と
伝
わ
る
。
こ
れ
は
五
層
の
薄
板
の
円
盤
を
中
心
で
止
め
て
互
い

に
回
転
し
得
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
今
日
の
星
座
早
見
盤
に
似
て
い
る
。
中
央

一
番
上
の
盤
に
地
球
が
描
か
れ
、
次
に
月
や
太
陽
、
黄
道
の
描
か
れ
て
い
る
盤
、

天
球
の
二
十
八
宿
の
描
か
れ
て
い
る
盤
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
地
球
上

の
各
地
、
月
・
太
陽
・
潮
汐
の
干
満
な
ど
の
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

写
字
台
文
庫
本
に
は
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
の
刊
記
が
な
く
、
説
明
記
事

が
流
布
し
て
い
る
『
平
天
儀
』
に
比
べ
て
簡
略
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
享
和
元
年
四

月
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
版
で
あ
る
と
さ
れ
、
稀
少
で
あ
る
。（
海
野
一
隆
「
岩
橋
嘉

孝
の
『
平
天
儀
』」『
科
学
史
研
究
』
四
五
巻
二
三
七
号
）

へ
い　

て
ん　
　
ぎ

い
み
な



し
ょ
う
こ
う
こ
う
て
い　
け
い
し
し
ょ
う
る
い　
　

び　

き
ゅ
う
ほ
ん　

ぞ
う
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紹
興
校
定
経
史
証
類 

備
急
本
草

二
十
八
巻　

二
十
四
冊　

（
宋
）
王
継
先
等
校　

江
戸
後
期
写　

縦
二
六
・
五×

横
一
八
・
八
㎝

〔
請
求
記
号　

021-543-24  

写
字
台
文
庫
〕

　

本
書
の
成
立
・
刊
行
・
伝
承
に
は
不
詳
な
点
が
多
々
あ
る
が
、
一
般
に
は
次
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

紹
興
二
十
七
（
一
一
五
七
）
年
に
王
継
先
が
校
上
し
た
『
大
観
本
草
』
が
国
子

監
か
ら
刊
行
さ
れ
、
つ
い
で
継
先
ら
は
詔
を
奉
じ
て
同
書
を
再
校
し
、
自
注
も
加

え
て
同
二
十
九
（
一
一
五
九
）
年
に
『
紹
興
校
定
経
史
証
類
備
急
本
草
』
と
名
づ

け
て
進
上
し
た
。

　

本
書
は
日
本
に
写
字
台
文
庫
本
二
点
を
含
め
、
計
二
十
七
点
の
所
蔵
が
知
ら
れ

て
お
り
、
海
外
で
は
大
英
図
書
館
、
台
北
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
館
、
北
京
図
書

館
も
各
一
点
を
所
蔵
す
る
。
す
べ
て
日
本
写
本
で
、
国
外
へ
は
明
治
以
降
に
伝
え

ら
れ
た
。

　

写
字
台
文
庫
蔵
の
当
本
に
は
六
百
十
九
薬
が
載
り
、
う
ち
五
百
十
薬
に
つ
い
て

計
七
百
九
十
二
の
図
が
あ
る
。
後
人
の
手
が
か
な
り
加
え
ら
れ
、
錯
簡
や
誤
脱
も

あ
る
が
、
絵
は
よ
く
文
も
多
く
、
内
容
が
豊
富
な
点
で
は
伝
写
本
中
の
善
本
と
さ

れ
る
。
当
本
は
岡
西
為
人
の
解
題
を
付
し
、昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
東
京
・

春
陽
堂
よ
り
原
寸
大
で
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。

お
う
け
い
せ
ん
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舎
密
開
宗

七
冊　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
原
著　

宇
田
川
榕
菴
訳　

天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
〜

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
刊　

縦
二
五
・
八×

横
一
八
・
〇
㎝　

彩
色
図
入

〔
請
求
記
号　

630-10W
-7  

写
字
台
文
庫
〕

　

日
本
最
初
の
化
学
書
。
イ
ギ
リ
ス
の
化
学
者
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー 

（H
enry,W

illiam
 

一
七
七
五
〜
一
八
三
六
）
の
著
書
『
実
験
化
学
要
義

（E
lem
ents of E

xperim
ental C

hem
istry

）』（ 

一
七
七
九
年
刊
）
を
ド
イ

ツ
語
訳
し
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
し
て
重
訳
し
た
も
の
を
原
本
と
し
、
幕
末

の
蘭
学
者
宇
田
川
榕
菴
が
、
晩
年
の
情
熱
を
傾
け
て
訳
し
た
名
著
と
さ
れ
る
。
訳

と
と
も
に
自
ら
の
注
釈
・
実
験
の
結
果
も
記
し
て
い
る
。 「
舎
密
（
せ
い
み
）」
は
ラ

テ
ン
語
系
オ
ラ
ン
ダ
語
のChem

ie （
化
学
）
の
音
訳
で
あ
り
、「
開
宗
（
か
い
そ
う
）」

は
、「
物
の
大
元
を
啓
発
す
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
け
る
化

学
に
関
す
る
知
識
は
、
薬
剤
を
調
整
す
る
必
要
か
ら
医
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て

い
た
が
、本
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
科
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
つ
と
し
て
の
「
化
学
」

が
樹
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
全
七
篇
二
十
一
巻
、
内
篇
十
八
巻
六
冊
・
外
篇
三
巻

一
冊
よ
り
な
る
。
片
仮
名
交
じ
り
の
本
文
、
彩
色
刷
の
挿
画
多
数
入
。
初
篇
か
ら

六
篇
に
内
篇
十
八
巻
を
、 

七
篇
に
外
箱
三
巻
を
収
録
。

せ
い　

み　
　
か
い　

そ
う

う　

だ
が
わ
よ
う
あ
ん



ぜ
ん　

た
い　

し
ん　

ろ
ん
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全
体
新
論

一
巻
一
冊　

ホ
ブ
ソ
ン
（
中
国
名　

合
信
）
撰　

清
咸
豊
元
（
一
八
五
一
）
年

羊
城
惠
愛
医
刊　

上
海
墨
海
館
蔵
版　

縦
一
六
・
〇×

横
二
五
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

690.9-150-1　

写
字
台
文
庫
〕

　
『
全
体
新
論
』
は
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
医
療
宣
教
師
と
し
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
ホ

ブ
ソ
ン
に
よ
っ
て
咸
豊
元
（
一
八
五
一
）
年
に
広
州
で
著
さ
れ
、
同
年
上
海
で
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
主
に
人
体
の
構
造
を
解
剖
学
的
に
記
述
し
て

お
り
、
人
や
一
部
の
動
物
も
含
ん
だ
骨
格
や
人
の
神
経
・
血
管
・
臓
器
等
の
し
く

み
か
ら
妊
娠
中
の
胎
児
の
様
子
な
ど
を
詳
細
な
絵
と
と
も
に
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
『
全
体
新
論
』
は
、『
西
医
略
論
』・『
内
科
新
説
』・『
婦
嬰
新
説
』
と
と
も

に
中
国
医
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
ま
た
、『
博
物
新
論
』
を
加
え
た
五
種

の
著
書
は
、
既
に
『
解
体
新
書
』
や
そ
の
改
訂
書
で
あ
る
『
改
訂
解
体
新
書
』
が

刊
行
さ
れ
て
い
た
幕
末
明
治
初
期
の
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
る
と
と

も
に
、
翻
刻
や
註
解
を
付
け
た
版
が
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
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婦
嬰
新
説

一
巻
一
冊　

ホ
ブ
ソ
ン
（
中
国
名　

合
信
）
撰　

清
咸
豊
八
（
一
八
五
八
）
年

上
海
仁
済
医
館
刊　

縦
一
六
・
〇×

横
二
五
・
六
㎝

〔
請
求
記
号　

690.9-562-1　

写
字
台
文
庫
〕

　
『
婦
嬰
新
説
』
は
、
咸
豊
八
（
一
八
五
八
）
年
に
『
全
体
新
論
』
の
著
者
ホ
ブ
ソ

ン
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
同
年
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は『
全
体
新
論
』を
補
う
も
の
で
あ
り
、そ
の
内
容
は
、主
に
妊
婦
の
過
程（
月

経
・
出
産
・
産
後
等
に
関
す
る
病
気
の
症
状
や
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
の
薬
の
作
り
方
・

使
用
法
に
つ
い
て
）、
乳
児
・
幼
児
の
成
長
に
関
す
る
記
述
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
若
干
で
は
あ
る
が
、
胎
児
等
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ふ　

え
い　

し
ん　

せ
つ



か
い　

た
い　

し
ん　

し
ょ
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解
体
新
書

四
巻
序
図
一
巻　

五
冊　

杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
・
中
川
淳
庵
訳　

小
田
野
直
武
画　

安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
刊　

縦
二
六
・
八×

横
一
八
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

690.9-356-5　

写
字
台
文
庫
〕

　

わ
が
国
最
初
の
西
洋
解
剖
書
の
訳
本
で
あ
る
。
原
典
は
、
ド
イ
ツ
人
ヨ
ハ
ン
・

ア
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
の『
解
剖
図
譜
』の
独
蘭
訳『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』で
あ
る
。

前
野
良
沢
（
一
七
二
三
〜
一
八
〇
三
）
を
主
に
、
杉
田
玄
白
（
一
七
三
三
〜
一
八

一
七
）・
中
川
淳
庵
（
一
七
三
九
〜
一
七
八
六
）
ら
が
桂
川
甫
周
（
一
七
五
四
〜
一

八
〇
九
）ら
の
協
力
を
得
て
翻
訳
に
あ
た
り
、安
永
三（
一
七
七
四
）年
に
刊
行
し
た
。

　

本
文
四
巻
、
附
図
一
巻
か
ら
な
る
。
本
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
初
版
本
で
あ
る
。

　

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
三
月
四
日
、
江
戸
小
塚
原
に
お
け
る
女
体
の
腑
分
け

の
見
学
に
よ
り
、
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
図
の
正
確
さ
に
感
銘
を
受
け
、
そ

の
翌
日
か
ら
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
翻
訳
し
、
非
常
な
努
力
を
し
て
完
成
し
た
。

　

内
容
は
、
原
典
の
本
文
だ
け
を
訳
し
、
本
文
の
数
倍
に
及
ぶ
脚
註
に
は
触
れ
ず
、

二
十
八
編
に
細
分
さ
れ
る
。

　

図
は
、
小
田
野
直
武
（
一
七
四
九
〜
一
七
八
〇
）
が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

裸
体
の
男
女
が
左
右
に
立
ち
、
上
方
に
王
冠
と
紋
章
を
付
し
た
盾
が
あ
る
扉
絵
は
、

原
書
で
あ
る『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』の
扉
絵
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
解
剖
学
者
ワ
ル
エ
ダ
が
著
し
た
解
剖
書
の
扉
絵
と
構
図
が
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
翻
訳
・
刊
行
は
、
一
時
代
を
画
す
る
偉
業
と
し
て
医
学
史
上
高
く
評
価

さ
れ
、
以
後
日
本
医
学
の
夜
明
け
を
築
き
上
げ
た
名
医
家
た
ち
が
次
々
と
本
書
に

学
び
、
医
学
の
発
達
に
偉
大
な
る
貢
献
を
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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立
華
正
道
集

二
巻　

尋
旧
子
著　

天
和
四
（
一
六
八
四
）
年
刊　

縦
二
六
・
七×

横
一
九
・
三
㎝

〔
請
求
記
号　

793-5-2　

写
字
台
文
庫
〕

　

仏
前
供
花
に
起
源
を
持
つ
と
さ
れ
る
立
花
は
、
生
け
花
の
最
も
古
い
様
式
で
あ

る
。
本
書
出
版
の
前
年
に
は
、
池
坊
専
好
の
立
花
を
系
統
的
に
理
論
づ
け
た
『
立

花
大
全
』（
十
一
屋
太
右
衛
門
著
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

本
書
は
『
立
花
大
全
』
を
要
約
し
、
一
冊
目
は
、
序
文
・
目
録
・
立
花
の
絵
図
、

二
冊
目
は
絵
図
の
続
き
・
本
文
・
奥
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
序
文
に
は
、
立

花
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
が
記
さ
れ
て
お
り
、
絵
図
と
し
て
は
、
立
花
の
方
法
を

図
示
し
た
も
の
が
百
四
点
描
か
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
、
立
花
の
決
ま
り
ご
と
が

箇
条
書
き
で
四
十
八
箇
条
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
四
箇
条
が
補
遺
さ
れ
て
い
る
。

り
っ　

か　

し
ょ
う
ど
う
し
ゅ
う



し
ょ
う　

ぎ　
　
ゆ
う　
　

し

か
が
み
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象
戯
勇
士
鑑

三
巻　

宥
鏡
著　

江
戸
期
菊
花
堂
刊　

縦
二
二
・
〇×

横
一
六
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

795.1-12-1　

写
字
台
文
庫
〕

　

江
戸
中
期
頃
の
将
棋
の
手
引
書
。
将
棋
の
伝
来
は
日
本
に
は
八
世
紀
頃
、
遣
唐

使
を
介
し
た
と
さ
れ
る
が
確
か
な
文
献
史
料
は
な
い
。

　

日
本
で
行
わ
れ
た
古
将
棋
は
六
種
類
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
誕
生

し
た
小
将
棋
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
次
第
に
発
達
し
、
普
及
し
た
。
江
戸
時
代
に
入

る
と
、
幕
府
の
職
制
と
し
て
将
棋
所
が
設
け
ら
れ
、
大
い
に
栄
え
た
。

　

写
字
台
文
庫
に
は
、
囲
碁
・
将
棋
の
書
が
多
い
が
、
こ
れ
も
当
時
の
文
化
を
反

映
し
て
い
る
と
い
え
る
。



58

和
漢
名
画
苑

六
冊　

大
岡
春
卜
編　

寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
刊　

縦
二
六
・
〇×

横
一
八
・
〇
㎝

〔
請
求
記
号　

720.9-72W
-6　

写
字
台
文
庫
〕

　

和
画
・
漢
画
の
模
写
粉
本
を
縮
図
に
よ
っ
て
編
集
し
た
画
本
。
大
坂
の
画
家
・

大
岡
春
卜
（
一
六
八
〇
〜
一
七
六
三
）
に
よ
る
も
の
で
、
元
文
四
（
一
七
三
九
）

年
の
自
跋
が
あ
る
。
大
岡
春
卜
は
、
若
い
頃
江
戸
狩
野
派
を
学
び
、
後
に
明
画
風

の
作
風
で
法
眼
（
法
印
に
次
ぐ
僧
侶
の
位
）
と
な
る
。
当
時
流
行
し
た
絵
本
類
の

挿
絵
画
家
と
し
て
大
坂
で
活
躍
し
た
。
巻
二
・
土
佐
流
之
部
に
「
お
ど
り
」
と
題

さ
れ
た
八
人
の
男
女
の
輪
舞
図
が
あ
り
、
そ
の
表
情
や
指
先
の
表
現
は
「
相
応
寺

屛
風
」
の
画
風
と
類
似
し
て
い
る
。

わ　

か
ん　

め
い　

が　

え
ん

ほ
う
が
ん

じ
ば
つ



か
い　

し　
　
え
ん　

が　
　

で
ん
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芥
子
園
画
伝

初
集
六
巻
五
冊　

（
清
）
王

撰　

江
戸
中
期
刊　

縦
二
七
・
五×

横
一
八
・
四
㎝

〔
請
求
記
号　

720.9-4W
-5  

写
字
台
文
庫
〕

　

清
の
王

（
字
安
節
、
一
六
四
五
〜
一
七
一
〇
頃
）
が
山
水
画
の
画
法
を
詳
述

し
た
書
。「
芥
子
園
」
と
は
金
陵
（
南
京
）
の
画
室
の
名
。
康
煕
十
八
（
一
六
七
九
）

年
に
第
一
集
初
版
が
刊
刻
さ
れ
た
『
芥
子
園
画
伝
』
は
、
早
く
も
元
禄
年
間
（
一

六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
に
は
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
以
降

た
び
た
び
翻
刻
さ
れ
た
。

　

本
学
図
書
館
所
蔵
本
は
刊
行
年
こ
そ
不
明
で
あ
る
が
、
版
元
書
誌
か
ら
寛
延
〜

宝
暦
（
一
七
四
八
〜
一
七
六
四
）
頃
の
最
初
期
の
翻
刻
本
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

　

刷
り
や
色
合
い
の
良
好
さ
は
、
康
煕
初
版
本
を
十
分
し
の
ば
せ
る
に
足
る
作
品

で
あ
る
。 お

う
が
い



60

北
斎
漫
画

四
冊　

葛
飾
戴
斗
（
北
斎
）
編　

文
化
十
二
（
一
八
五
一
）
年
刊　

縦
二
三
・
〇×

横
一
六
・
一
㎝

〔
請
求
記
号　

720.9-68W
-4  

写
字
台
文
庫
〕

　

浮
世
絵
師
と
し
て
著
名
な
葛
飾
北
斎
（
一
七
六
〇
〜
一
八
四
九
）
は
、
自
ら
画

狂
人
と
称
す
る
ほ
ど
終
生
描
く
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
、
九
十
年
に
及
ぶ
人

生
を
画
業
一
筋
に
歩
ん
だ
偉
大
な
人
物
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
、
一
般
庶
民
の
画
技

習
得
の
た
め
に
編
ん
だ
絵
手
本
が
『
北
斎
漫
画
』
で
、
庶
民
の
信
仰
に
関
わ
る
も

の
か
ら
、
日
常
生
活
具
、
動
物
、
植
物
な
ど
多
種
に
わ
た
る
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
働
い
て
い
る
人
の
姿
や
、
相
撲
を
取
っ
て
い
る
人
の
姿
な
ど
、
人
間
の

姿
を
描
い
た
画
は
、
手
足
の
筋
肉
の
動
き
な
ど
が
実
に
躍
動
的
で
あ
り
リ
ア
ル
に

描
か
れ
て
い
る
。

ほ
く　

さ
い　

ま
ん　
　
が



し
ょ
う
に
ょ
し
ょ
う
に
ん
き
ゅ
う
ぞ
う

き
っ　

て
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勝
如
上
人
旧
蔵
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

第
二
十
三
代
宗
主
勝
如
上
人
（
一
九
一
一
〜
二
〇
〇
二
）
は
、
趣
味
と
し
て
、

幼
少
の
頃
か
ら
切
手
収
集
を
始
め
、
遷
化
さ
れ
る
直
前
ま
で
続
け
て
い
た
。
個
人

の
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
質
量
と
も
に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
を
は

じ
め
と
す
る
約
二
百
七
十
の
国
々
と
地
域
に
及
び
、
六
十
六
冊
分
の
フ
ァ
イ
ル
に

収
集
さ
れ
て
い
た
。
特
に
宗
教
に
関
係
す
る
切
手
が
数
多
く
収
集
さ
れ
て
い
る
点

に
特
色
が
あ
り
、
仏
教
に
限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
そ
の
他
民
間

信
仰
な
ど
に
至
る
ま
で
収
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。　

　

ま
た
、
勝
如
上
人
は
、
切
手
文
化
会
の
会
員
で
も
あ
り
、
日
本
切
手
の
印
刷
機

の
区
分
や
、
宗
教
切
手
の
内
容
に
関
す
る
研
究
も
し
て
い
た
。

　

収
集
さ
れ
た
切
手
は
、
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
二
月
に
本
学
に
寄
贈
さ
れ
、

今
年
の
三
月
ま
で
、
約
十
二
年
に
及
ぶ
調
査
・
整
理
作
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
回
、

勝
如
上
人
の
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
ご
く
一
部
の
切
手
の
み
で
は
あ
る
が
、
歴
代

宗
主
の
幅
広
い
向
学
の
一
つ
と
し
て
展
示
し
た
。



本
願
寺
宗
主
の
向
学
│
写
字
台
文
庫
を
中
心
に
し
て
│

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
二
〇
一
四
年
度
特
別
展
観

〔
龍
谷
教
学
会
議
第
五
十
回
記
念
大
会
開
催
記
念
〕

開
催
期
間
：
二
〇
一
四（
平
成
二
十
六
）年
十
月
二
日（
木
）〜
十
月
十
日（
金
）

二
〇
一
四（
平
成
二
十
六
）年
十
月

編　
　
　
　

集
：
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　

龍
谷
教
学
会
議

発　
　
　
　

行
：
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

解
題
執
筆
：
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　

龍
谷
教
学
会
議

写
真
撮
影
：
川
見　

善
孝

印　
　
　
　

刷
：
株
式
会
社
双
林
印
刷
社

〒
六
〇
〇
│
八
二
六
八　
京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入
大
工
町
一
二
五
│
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
〇
七
五
）三
四
三
│

三
三
一
一（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　

龍
谷
教
学
会
議

〒
六
〇
〇
│
八
五
〇
一　
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル

　
　
　
　
　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
勧
学
寮
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
〇
七
五
）三
七
一
│

五
一
八
一（
代
表
）

著
作
権
等
は
、
龍
谷
大
学
に
帰
属
し
ま
す

二
〇
一
四
年
度
展
観
あ
と
が
き

　

こ
の
度
、龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
と
本
派
本
願
寺
龍
谷
教
学
会
議
の
共
催
で
、

特
別
展
観
「
本
願
寺
宗
主
の
向
学―

写
字
台
文
庫
を
中
心
と
し
て―

」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

本
展
観
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
で
開
催
さ
れ
る
龍
谷
教
学
会
議
五
十

回
記
念
大
会
及
び
第
二
十
五
代
宗
主
専
如
上
人
の
継
職
を
慶
祝
す
る
意
味
も
込

め
て
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
が
所
蔵
す
る
歴
代
本
願
寺
宗
主
の
蔵
書
「
写
字

台
文
庫
」
を
中
心
に
展
示
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
は
、
特
に
貴
重
な
教
典
で
あ
る
「
歴
代
宗
主
ゆ
か
り
の
至
宝
」、

歴
代
宗
主
の
学
問
・
教
養
の
関
心
を
取
り
上
げ
た
「
歴
代
宗
主
の
向
学
」、真
宗
・

仏
教
以
外
の
分
野
の
典
籍
を
扱
っ
た
「
本
願
寺
宗
主
と
諸
典
籍
」
の
三
つ
の
柱

で
構
成
し
ま
し
た
。

　

展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
歴
代
宗
主
が
真
宗
・
仏
教
の
深
い
知
識
に

加
え
、文
学
・
医
学
・
華
道
・
書
画
な
ど
と
い
っ
た
広
く
深
い
向
学
や
教
養
を
持
っ

て
法
統
を
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
特
別
展
観
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
谷
教
学
会
議

展
示
解
説

「
写
字
台
文
庫
に
つ
い
て
」
龍
谷
教
学
会
議
幹
事　

野
呂
靖
（
龍
谷
大
学
講
師
）

「
歴
代
宗
主
ゆ
か
り
の
至
宝
」
同
幹
事　

三
浦
真
証
（
本
願
寺
派
宗
学
院
研
究
員
）

「
歴
代
宗
主
の
向
学
」　　
　
同
幹
事　

三
浦
真
証
（
本
願
寺
派
宗
学
院
研
究
員
）

「
本
願
寺
宗
主
と
諸
典
籍
」
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

協
力　

三
栗
章
夫
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
上
級
研
究
員
）

　
　
　

岩
谷
教
授
（
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）
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